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序 文

豊中市は、大阪府の北西部に位置し、西は兵庫県と接しています。千里丘陵にかつて広大

な森林を控えたこの地は、神崎川や猪名川から常に豊かな水がもたらされ、古くから人々の

生活の場が育まれてきた結果、多くの歴史的遺産が受け継がれてきました。その一方、商都

大阪に隣接する関係により、 早くから大阪北郊のベッドタウンとしての開発が進められてき

た結果、すみやかに埋蔵文化財の保護に取り組む必要がありました。近年になって開発の勢

いは落ち着いてきたものの、土地利用の形態が変化してきたことを受けて小規模開発が急増

し、住宅の老朽化に伴う建て替えも依然として多く、埋蔵文化財の保護について迅速な対応

が求められています。

本書は郷土の文化財としての埋蔵文化財の重要性を踏まえ、 匡|の補助を受けて実施した緊

急発掘調査の概要報告です。今回は、平成 24・25年度に調査を実施した本町遺跡、新免遺跡、

曽根遺跡、ならびに各遺跡における確認調査に加え、平成 23年度後期に実施した内田遺跡、

各遺跡における確認調査も掲載いたしま した。本町遺跡では弥生時代後期~古墳時代後期の

集落跡、新免遺跡では弥生時代中期~古墳時代後期、曽根遺跡では弥生時代後期の集落跡が

確認され、内田遺跡では古墳時代後期の集落跡に加え縄文時代後期の土坑が検出されるなど、

各遺跡において新たな知見が得られま した。

永きにわたって受け継がれてきた貴重な歴史的遺産は、わたしたち現代に暮らす人聞にとっ

ても大切な知識をもたらしてくれます。本書が、郷土豊中の豊かな未来形成のために役立つ

ことを願ってやみません。

調査の実施にあたっては、土地所有者、施工関係者、 近隣の住民の皆様に、深いご理解と

多大なご協力を賜りました。また文化庁、大阪府教育委員会ならびに関係諸機関には、格別

のご指導とご配慮をいただきました。このような各方面の方々のお力添えにより、 豊中市の

文化財保護行政が推進できま したことを、ここに厚く感謝し1たしますとともに、今後ともよ

り一層のご理解とご支援をお願い申し上げます。

平成 26年 (2014年)3月 31日

豊 中市教育委員会

教育長大源文造



例目

1.本書は、平成 24・25年度国庫補助事業 (いずれも総額 7.000.000円、国庫 50%、市費

50%)として計画、実施した埋蔵文化財の緊急発掘調査の概要報告書である。また平成

23 年度 1 ~3 月に国庫補助事業として実施した内田遺跡第 1 0 次調査と確認調査の成果

も併せて収録した。

2.平成 24・25年度事業として、平成 24年4月26日から平成 26年3月 31日までの問、

発掘調査ならびに整理作業を実施した。

3.発掘調査は、本市教育委員会事務局地域教育振興室文化財保護チームが実施した。

4.本書のうち、第 I・皿章は陣内高志が、第II• N ・V章を清水篤が、第VI章を服部聡志

が執筆した。また、第四・四章は各調査担当者の見解をもとに、浅田尚子が執筆した。

なお、全体の編集は陣内が行なった。

5.各挿図に掲載した方位表記のうち、 M.N.は磁北、また表記のないものは国土座標系(第

VI系)に基づく座標北を示す。

6.挿図・本文中の土色表記の基準は、 『新版標準土色帖 2010年版』に基づく。

7.挿図に掲載した出土遺物の縮尺は原則 1: 3または 1: 4とする。

8.各調査地の土地所有者、施工業者ならびに近隣住民の方々には、文化財の保護に対して

深いご理解とご協力をいただきました。併せてここに明記し、深謝いたします。

本書掲載本発掘調査一覧

遺跡名 次数 調査地 調査面積 4日当者 調査期間

内田遺跡、 第 10次 豊中市桜のIUJ3丁目 75- 1・76 327 rri 清 水 篤
平成 23年 12月 12日

平成 24年 2月 12日

曽根遺跡 第 12次 豊中市曽根西町 3丁目 17-5 59.37 rri 陣内高志
平成 24年 5月 7日

5月 31日

新免遺跡 第 65次 豊中市玉井町 3丁目 46 70.5 rri 清 水 篤
平成 24年 5月 21日

6月 30日

新免遺跡 第 66次 豊中市玉井町3丁目 24- 1・2 123 rri 清水篤
平成 25年 6月 3日

8月 10日

本町遺跡 第 39次 豊中市本町 2丁目 108の一部 37.4 rri 服部聡志
平成 24年 11月 1日

~ 12月 4日
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図版 1 内田遺跡第 10次調査
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図版2 内田遺跡第 10次調査

(1)竪穴住居 1・2完掘状況(西から)

(2 )竪穴住居 2床面遺物出土状況

図版3 内田遺跡第 10次調査

(1)掘立柱建物 1完掘状況(北から)

(2 )士坑2土器出土状況(北西から)
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図版4 内田遺跡第 10次調査

(1)士坑4完掘状況(北から)

(2)土坑4縄文土器出土状況(北から)

図版5 内田遺跡第 10次調査 出土遺物

(1)士坑4・5出土縄文土器(第7図)

(2)出土石器(第 8図)

(3)出土石器(裏面) (第8図)

図版 6 内田遺跡第 10次調査 出土遺物

(1)竪穴住居 1出土遺物(第 10図)

(2)竪穴住居2出土遺物(第 10図)



図版 7 内田遺跡第 10次調査出土遺物 図版 16 曽根遺跡第 12次調査出土遺物

(1)竪穴住居 l出土遺物(第 10図) (1 )溝2出土遺物(第 24図)

(2 )士坑2出土遺物(第 13図) (2)溝2出土遺物(第 24図)

(3)溝4出土遺物(第 24図)

図版 8 内田遺跡第 10次調査 出土遺物 (4)士坑2と溝 1・4出土遺物(第 24図)

(1)土坑2出土遺物(第 13図) 図版 17 曽根遺跡第 12次調査 出土遺物

(2 )その他土坑等出土遺物(第 11・13図)

(1)士坑 l出土遺物(第 24図)

図版 9 内田遺跡第 10次調査 出土遺物 (2)士坑3出土遺物(第 24図)

(1)溝出土遺物(第 14図) 図版 18 新免遺跡第 65次調査

(2) SP出土遺物(第 15図)

(1)東半部完掘状況(北から)

図版 10 曽根遺跡第 12次調査 (2)西半部完掘状況(南から)

(1)北半部遺構検出状況(南から) 図版 19 新免遺跡第 65次調査

(2)北半部完掘状況(南から)

(1)士坑 11完掘状況はじから)

図版 11 曽根遺跡第 12次調査 (2)士坑 11遺物出土状況(北から)

( 1 )南半部遺構検出状況(北から) 図版 20 新免遺跡第 65次調査

(2 )南半部完掘状況はじから)

(1)士坑 11断面拡大(南から)

図版 12 曽根遺跡第 12次調査 (2)士坑 17遺物出土状況(南から)

(1)溝 l遺物出土状況(西から) 図版 21 新免遺跡第 65次調査

(2 )溝2遺物出土状況(北から)

(1)竪穴住居 11完掘状況(北から)

図版 13 曽根遺跡第 12次調査 (2)士坑 20完掘状況(西から)

(1)溝2・3と土坑 1・2 (西から) 図版 22 新免遺跡第 65次調査 出土遺物

(2 )溝4遺物出土状況(東から)

(3 )土坑 1遺物出土状況(北から) (1 )土坑 11出土遺物(第 31図)

(2)土坑 11出土遺物(第 31図)

図版 14 曽根遺跡第 12次調査

(1)土坑2遺物出土状況(西から)

(2 )土坑3遺物出土状況(南から)

図版 15 曽根遺跡第 12次調査 出土遺物

(1)溝2出土遺物(第 24図)

(2)溝2出土遺物(第 24図)

(3 )溝2出土遺物(第 24図)
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図版 23 新免遺跡第 65次調査 出土遺物

(1)土坑 11出土遺物(第 31図)

(2)士坑 11出土遺物(第 31図)

図版 24 新免遺跡第 65次調査 出土遺物

(1)土坑 11出土遺物(第 31図)

(2)土坑 17出土遺物(第 32図)



図版 25 新免遺跡第 65次調査 出土遺物

(1)土坑 17出土遺物(第 32図)

(2 )土坑 17出土遺物(第 32図)

図版 26 新免遺跡第 65次調査 出土遺物

(1)竪穴住居 11出土遺物(第 34図)

(2)竪穴住居 11出土遺物(第 34図)

図版 27 新免遺跡第 65次調査 出土遺物

(1)出土石器(第 35~ 37図)

(2)出土石器(裏面) (第 35~ 37図)

図版 28 新免遺跡第 66次調査

(1)西半部遺構検出状況(南から)

(2)西半部完掘状況(南から)

図版 29 新免遺跡第 66次調査

( 1 )東半部遺構検出状況(西から)

(2)東半部完掘状況(西から)

図版 30 新免遺跡第 66次調査

(1)竪穴住居2床面遺物出土状況(西から)

(2 )竪穴住居 2炉完掘状況(東から)

図版 31 新免遺跡第 66次調査 出土遺物

(1)竪穴住居 1・2出土遺物(第 41図)

(2)竪穴住居2出土遺物(第 41図)
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図版 32 新免遺跡第 66次調査 出土遺物

( 1) SP出土遺物(第 43図)

(2) SP出土遺物(第 43図)

図版 33 新免遺跡第 66次調査 出土遺物

(1)士坑出土遺物(第 42図)

(2)出土石器(第 44図)

(3)出土石器(裏面)(第 44図)

図版 34 本町遺跡第 39次調査

(1)西区遺構検出状況(南から)

(2 )西区遺構完掘状況(南から)

図版 35 本町遺跡第 39次調査

(1)東区遺構検出状況(南から)

(2 )東区遺構完掘状況(南から)

図版元本町遺跡第 39次調査

(1)竪穴住居検出状況(南から)

(2) SP -3断面

(3)土坑断面

(4)風倒木痕 (a- a'断面)

(5)風倒木痕 (b-b'断面)

図版 37 本町遺跡第 39次調査 出土遺物

(1)竪穴住居出土遺物(第 48図)

(2)風倒木痕出土遺物(第 50図)
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~ I 主主 位置と環境

第 I章位置と環境

1.地理的環境

豊中市は大阪市の北方に位置し、西は猪名川を介して兵庫県と接しており、旧国名では摂津田

に属する。近世以前は大都市近郊の農村であったが、明治 43年箕面有馬電気軌道(現在の阪急

電鉄宝塚線)開通を契機に宅地化が進み、現在では市域面積約 37k rrl中に 39万人もの人口を

擁する北摂最大の住宅都市へと発展している。ここに到った背景としては、大阪市近郊であるこ

とに加え、名神高速道路や阪神高速道路などの自動車専用道路や、阪急電鉄や北大阪急行、大阪

モノレールによる電車網、さらには大阪国際空港に示される陸空交通による利便性の高さが挙げ

られよう 。

一方、地形に目を転じると、豊中市は巨視的にみて北から南に向かつて標高が徐々に低くなる

穏やかな地形を呈しており、市内最高地点である島熊山(海抜約 100m)から最も低い大島町

付近(海抜 1m以-F)にかけての比高差はおよそ 100mで、ある。ここで地形的特徴を細かく区分

していくと、おおよそ北部・中部・南部という 三区分が可能であろう。北部一帯は千里丘陵と万

根山丘陵と呼ばれる 2つの丘陵地からなる。前者の千里丘陵は大阪層群でその名が知られている

通りである。続いて中部一帯は主に千里丘陵から派生する中・低位段丘を中心とした通称豊中台

地、最後に南部一帯は猪名川水系、 天竺川、高川の沖積作用によって形成された平野部という見

方ができる。

今回報告する第H章内田遺跡は千里川上流域右岸の低位段丘上、第田章の曽根遺跡は豊中台地

南西端部にあたる開析谷に挟まれた浸食地形、南北に細長い尾根上、第町・ V章新免遺跡ならび

に第VI章の本町遺跡は豊中台地北部の低位段丘上にそれぞれ立地する O

2.歴史的環境

ここでは今回報告する遺跡の動向在中心に述べていく O

内田遺跡 内田遺跡における最古の遺構は現在のところ縄文時代中期にまで遡り、市内で縄文

時代の遺構・遺物を確認した 8遺跡の一つである。その後、弥生時代の遺構・遺物は確認されて

いないが、古墳時代後期後半 (6世紀後半)に突如集落が出現する。この集落は当時千里川上流

域で操業されていた桜井谷窯跡群との関与が推察されており、 7世紀初頭頃、桜井谷窯跡群にお

ける須恵器生産の衰退に同調するかのように廃絶するようである。近年、第 8次調査において中

世の居館跡が新たに確認されたことで、内田遺跡に中世集落が所在する可能性が出てきた。今回

の第 10次調査地では付近の調査成果から古墳時代後期後半段階における集落関連遺構の検出が

見込まれる。

曽根遺跡 曽根遺跡は、その初現は弥生時代中期~後期とみられ、以後中世までほぼ閣断なく

継続的に営まれた集落遺跡であり、千里川流域に所在する新免遺跡、本町遺跡などと同様の様相

を呈する。なかでも今回の調査地点の南方約 250mに位置する第 1次調査地点では、弥生時代

後期の竪穴住居のほか奈良時代ないし平安時代の大型建物を含む掘立柱建物群が確認され、これ



2.歴史的環境

I太鼓尿古噴群

2 野畑春日町古rJ'i群
3野畑追跡

4野畑春日町逃跡

5少路遺跡

6武蔵国阿部落安部氏

桜井谷陣屋跡

7 綴井谷石器散布地

8羽府下池南遺跡
9待兼山古li'i

10待兼山巡跡

11内田遺跡

12柴原遺跡

13北万根山遺跡

14桜井谷窯跡群

15蛍池北 (宮の前)遺跡 30箕輪東泣跡

16蛍池東泣跡 31箕偽造跡

17蛍池西辺倒、 32山/上巡跡

18蛍池遺跡 33勝部北巡跡

19麻田滞陣屋跡 34走井泣跡

20南万般山i立断、 35岡町北辿跡

21御神山古lJt 36同町泣跡

22上野泣跡 37岡町南泣跡

23背池古m 38桜I京古I{j群
24熊野田遺跡 39下原窯跡群

25金寺山廃寺 40長興寺巡跡

26新免宮山古lrt群 41 梅塚古r~t
27金寺山廃寺t苦手IJ村磁石 42埴輪散布地

28本町遺跡 43大坂城鉄砲奉行支即

日新免遺跡 焔硝政跡

44原因西遺跡

45.1防部追跡

46. l'耳目;束遺跡
47原田城跡(北城)

原田城跡(南城)

48原因追跡

49曽根遺跡
50国恨東泣跡

51原田中町逃跡

52曽根埴給窯跡

53訟島北遺跡

54包恨南遺跡

55城山迫跡

56服部巡跡

57若竹町泣跡

第 1図市内遺跡分布図
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58石蓮寺廃寺

59石蓮寺泣跡

60寺内泣跡

61利倉北i立断、
62利自遺跡

63平Ij倉南遺跡、

64利倉西辿跡、

65惟堂の前遺跡

66服部西i立跡

67穂官以立跡

68秘有')付随tJl1
69小曽恨泣跡

70春日大社南郷同代

今西氏屋敷
71北条追跡

72小曽根南遺跡

73上総国飯野藩
保科氏浜陣屋跡

74上津島川床追跡

75上津島遺跡

76上津島南遺跡

77穂積ポンプ場追跡
78島田遺跡、

79庄内遺跡

80島江遺跡

81庄本遺跡



第 I章位置と環境

ら大型建物群は官街または在地の富豪属の居宅とみられ、空間的に限定された立地条件にもかか

わらず特異な状況が看取される。

第皿章で報告する第 12次調査地は、遺跡北西部に位置し、既往の調査成果に基づくならば遺

跡中心部からやや離れた弥生集落縁辺部の検出が見込まれる。

新免遺跡 新免遺跡は弥生時代中期(畿内第H様式期)に勝部遺跡の分村として誕生したとみ

られる。一般に豊中市域における弥生遺跡の動態は弥生時代中期に低地から台地上に進出する傾

向がうかがえ、新免遺跡は千里川流域における好例といえる。

同遺跡は弥生時代中期と古墳時代中~後期にそれぞれ盛期を迎えるが、なかでも弥生時代中期

(畿内第皿~N様式期)は最盛期とみられ、多数の竪穴住居と方形周溝墓からなる北摂地域有数

の拠点集落が形成される。続いて古墳時代中期後葉~後期前半に迎える盛期には、遺跡中央~北

部一帯に展開する居住地とともに、遺跡南部一帯には古墳群(新免古墳群)が形成される。これ

らの背景として、千里川上流域に展開する桜井谷窯跡群との関連が考えられ、同遺跡から確認さ

れる須恵器不良品を含んだ廃棄土坑・溝の存在は、両者の強い関連性を推察させうる。

第W章 ・第V章で報告する調査地はいずれも遺跡北西部に位置し、 一帯は弥生時代中期から古

墳時代にわたっての集落関連遺構が多数確認されているエリアである。

本町遺跡 千里川中流域に立地する本町遺跡は、弥生時代中期、隣接する新免遺跡よりやや遅

れて誕生するとみられ、以後近世まで続く集落遺跡である。遺跡の盛期は古墳時代後期~奈良時

代であり、古墳時代後期の集落からは須恵器不良品が多数出土することから、新免遺跡と同様に

千里川上流の桜井谷窯跡群における須恵器生産との関連が考えられる。奈良時代には遺跡北中部

在中心に掘立柱建物群からなる集落が確認されており、これは遺跡東方に建立され飛鳥時代 (7

世紀代)~平安時代にわたって営まれたとされる金寺山廃寺と何らかの関わりを有したと考えら

れる。

今回、第VI章で報告する第 39次調査地は遺跡中央付近に所在し、調査地一帯では主に古墳時

代後期の集落関連遺構が検出されている。

3 



2.歴史的環境

第2図調査地点と周辺の地形
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第E童話 内田追跡、第 10次調査

第E章 内田遺跡第 10次調査

1. 調査の経緯

平成 23年 10月 12日、 豊中市桜の問J3丁目 75-1・76にお

ける共同住宅建築にかかる埋蔵文化財発掘届が提出され、同年 10
月 26日確認調査を実施した結果、良好に遺構が残存していること

が確認された。今回の建築計画により遺跡の損壊は免れないことか

ら、事業者と協議の結果、基礎工事の範囲約 327rrlを対象に、平

成 23年 12月 12日から平成 24年 2月 12日までの期間で発掘調

査を実施することとなった。なお、事業者が個人であるため、 一部

を補助事業と して実施した。

2.調査の成果

(1)遺跡の概要

内田遺跡は千里川西岸の中~低位段丘上、標高 35~ 38 mのな

だらかな地形上に立地する集落跡を中心とした遺跡である。昭和
¥行117

第3図調査範囲図
62年(1987)の遺跡発見からこれまでに 9件の本発掘調査が行わ (1 : 600) 
れ、その結果遺跡の盛期は古墳時代後期~飛鳥時代 (6 世紀後半~ 7 世紀初頭頃)であったことが
判明している。府道箕面豊岡線よりも東方に展開する古墳時代後期~飛鳥時代の集落は、竪穴住居
と掘立柱建物で構成され、千里川涜域における該期の集落としては本町遺跡に次ぐ規模であったと

第4図調査地位置図 (1: 5，000) 
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2.調査の成果

みられる。 また、 5 世紀後半~8世紀代にかけて、千里川上流域一帯に展開した桜井谷
窯跡群にお

ける須恵器生産に直接関与した集落であった可能性が高い。

この他に遺跡東端部の河岸段丘末端付近で実施された第 2次調査では縄文時代後期の遺構と遺物

が、同西端部(柴原町 3丁目地内)で実施された第 8次調査では幅約 3mの堀を伴う中世後期段階05

~ 16世紀)の居館跡とみられる施設の一部が検出されるなど、他時期の集落関連遺構の存在も最

近の調査によって明らかになってきている。

今回の調査地は同遺跡中央付近に位置し、付近で行われた第 5 次~7 次調査では主として古墳時

代後期~飛鳥時代の集落跡が確認されている。したがって、今回も同時期の集落跡が検出されるも

のと予想された。

(2)基本層序

当該調査地における基本層序は概ね 4種に大別できる。まず、現地表下の整地土を除くと、灰色

系の砂質シル トが複数層存在する。これらには鉄分沈着による褐色変化、マンガン点状結核の蓄積

等による耕作土特有の特徴が見られ、周辺状況や出土遺物から近世以降の耕作土であると推定され

る。また、調査地の一部に灰白色系の粘質シルトがあり、これらにも耕作土の特徴が認められるが、

近世以降の大規模耕起時に削剥された状況が看取され、中世頃の開発にかかる堆積層と考えておき

たい。

これら仁|二I~近世の開発により削平され、それ以前の堆積としてはほとん
ど各遺構内にのみ残存す

る黒褐色系のシルトであり、全体に広がる遺物包含層状の堆積は認められない。

基盤層となるのは黄灰色系の砂磯混じりシルト(~粘土)で、均質か
つ堅織である。 洪積層の最

上部を構成するもので、検出面の標高はT.P.+ 36m付近、周辺でも全ての人為的な痕跡はこの基

盤層上で検出されている。当該調査地内では基盤層上部は粘土質であるが数十 cm下に拳大の磁を

中心とした砂醗層があり、深い遺構でもその砂磁層に到達するまでの深度であることから、古代以

前の耕具では掘削が困難であったことが容易に推測できる。

また、 基盤層面には多くの樹木根の痕跡が認められ、各遺構がそれに重複して掘削されているこ

とから、少なくとも古墳時代後期以前にはかなりの樹木が繁茂していたことがわかる。

(3 )検出した遺構と遺物

縄文時代 今回の調査では土坑 2基を検出した。

土坑 4は調査区中央付近で検出した。直径約1.2m、深度約 15cmで、平面は円形を呈する。一方

士坑 5は調査区南端付近で検出した。直径約 1mでほぼ平面円形の形状を呈し、 遺存した深度約

20cm程度である。両土坑ともに基底面は平坦に近い状況である。土坑4埋土はにぶい黄褐色系の

シルトで、基盤層の小ブロックを含む。また埋土下層からは縄文時代後期(北白川上層式併行)の

深鉢が検出された(第7図)。その規模、堆積状況から廃棄土坑であろうと考えられるが、当該調査

地の東側で実施された第 2次調査でも同規模、同時期の土坑が検出されており、縄文時代後期に周

辺が居住域となっていた可能性が高い。

また、古墳時代の遺構埋士に混入して定型的なトウールとしての石鯨の他、ピエス ・エスキエ、
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内田遺跡、第 10次調査
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※図 1:1:]の薄いアミ部分は樹木の限板。 また濃いアミ }il~分は竪穴住居に甘う力マド跡。

1 .表土。

2.暗灰色 (N3/)シル ト。階灰色 (N3/)中~粗粒砂を 20%程度含む。現代の耕作土。

3.褐灰色 (lOYR6/j)極制11粒砂。褐灰色 (lOYR6/1)中~粗粒砂を 10%程度含む。

4. 褐灰色 (l OYR6/ 1 ) 極細|粒砂(~シルト)。 褐灰色 (l OYR6/ 1 ) 中~粗粒砂と φ5~ lO mmのI擦を 1 0%程度含む。

5. 褐灰色(l OYR6/1)極細粒l沙 (~シル ト ) 。 褐灰色 (l OYR611 ) 中~粗粒砂と申 1 ~ 5 mmの1擦を 5%程度含む。

6 . 褐灰色 (l OYR611 ) 極制11粒砂 (~シル ト ) 。 褐灰色 (l OYR6/ 1 ) 中~粗粒砂を微量含む。

7.灰白色 (lOYR7/1)~褐灰色(lOYR611 ) シル ト (~極粗粒砂)。 灰白色 (l OYR7/ j) ~褐灰色 (l OYR6/ 1 ) 中粒砂を 5 %程度含む。 土器片を微量含む。 明黄褐色 ( 1 0YR6/8) に変色。

※ 3 ~ 7 は近世以前の耕作土である。

8 . 褐灰色 (l OYR511 ) シル ト (~極細粒砂)。 褐灰色 (l OYR5/ 1 ) 中~組粒砂を 1 5 %程度、申 5 ~ 10 mmのマンガン粒を 15%程度、申 5~ 15 mmのI擦を 5%程度含む。SP-1!lJl土。

9. 褐灰色 (75YR411) 極細11粒砂(~シルト)。 φ5 ~ 10 mmのマンガン粒を 10%程度含む。土器片を微量含む。Sp-84埋土。

10. 褐灰色 (75YR4 / j) シルト。 褐灰色 (7 5YR411 ) 純|ト中粒砂を 1 5 %程度含む。 Ø5~10mmの基盤層ブロックとマンガン粒を 5%程度、申 1 ~ 5 mmの炭粒と土器片を微量含む。Sp-94坦!土。

11. 褐灰色 (75YR4/1)シルト。褐灰色 (75YR4/J)細~中粒砂を 15%程度含む。φ5~ 10 mmの基縫屑ブロックとマンガン粒を 5%程度含む。Sp-90埋士。

12.褐灰色 (lOYR5/j)極細粒砂 (-細粒砂)。ゅ1~ 5 mmの基盤j留ブ、ロックを 5%程度含む。土器片を微量含む。Sp-22埋土。

13 褐灰色 (lOYR4/1~ 5/1)極細粒砂(~シルト)。 褐灰色 (l OYR4/ 1 -511)部11-01"粒砂を 10%程度、φ5~ 10 mmのマンガン粒と1擦を 5%程度、申 1~ 5 mmの基盤層ブロックを 5%程度含む。潜 2埋土。

14 . 灰白色 (25Y7/1) 制11粒砂(~シルト)。 組粒砂多く含む。 鉄分斑若干沈着。 南は砂質強く、北は'ftIí性強い。 耕作土。

15田明黄褐色 (2.5Y6/6)~黄灰色 (25Y611 ) シル ト 。 組粒砂含む。 粘性強い。 耕作土。

7・8

平面 ・断面図 (1: 80) 調査区第5図



鐙

T.P.+36.2m 

1.1こA、い此出色 (IOYR4/3)ンルト 砂がnril~ じ 9

2. 1こる、い ~4同色 ( IQYR5/3) ンルト 収総肘 30%f'，llit:fむ

3 にぷい持出色 (!OYRS/3)--にぷい此柿色(IOYR6/3)ンル)- J.Ht{附，o'¥，引ほf1む

。

50 cm 

第H主主 内田遺跡第 10次調査

言Z
----1-"ィ~ 干Z

丁目P.+36.1m

ヤ7丁 3 ¥ ¥ミ 112 J 
γー了-'16 ¥¥J 5) 

7 ~一一一一--ò..--ー--"

1ねj以色(¥oYR611)制約階、倒細枝砂 05-10 回同マンガン 1"を 5 %れ~I!t ;1"む 05-¥0園のj主総附プロッ

クイE微:.t汗む

2 刈灰色 (IOYJWJl--51l)制粒fljl-倫相粒砂 05 - 10聞のマンガン粒そ 10%引，Uri"t二 05--10 rw 

のJ，~飽附プロ y クを 5 '\，利 IU :lむ 010 -20聞の僚を微1，(;1"む

3 制収色(lOYR5/1--4/1) 制1" 砂~偽絡f~砂 05 - 10田町マンガー〆ねそ 109も似彼"む 010 -30闘

の僚と i山川を傾1，1百む

4批JV.、位 (IOYR51l)繍粒砂{、中粒砂} o5 --10 園町J.~飽附ブロヅクとマンガン位を 10%制度合む

5. I~灰色 (IOYR5/j) 醐粒柑~拘細f((帥 05 - 10園町マンガン粒を 10%何度白む 05 --10回の僚と

I:~mを微:，t汗む

6. ru l;!~-川制色( IOYRν1 -311)険制約砂~細粒砂粘性あり 05 - 10回のマンガン粒を 109も目白合むe

o 5 - 10 問的僚を 5% f'，~I!'( í1む o J、5閣の』正紛糾プロァクそ微1，(;'守む.

7.IU妙、白 (!OYR51l-411)網1，'.砂-q'l，':砂 やや制約;あり 05 - 10回のマムノガン粒を 10%f内'it古むe

05-lOmm のJ~拙桝ブロックを 5% f'.'t~ ;'ìむ

第6図土坑4・5 平面・断面図 (1: 20) 

¥¥ 
I I 

5 

1 J 
J' 

i i 10 

。
J 9 

第7図土坑4・5 出土縄文土器 (1 : 2) 

9 

ρ 
¥ ， ， ¥ 

¥¥'4・r---へイ / 
1l吋 3 

電鱗綾。

， J 

10 cm 

11 



2.調査の成果
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第8図出土石器 (1: 1) 
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第H章 内田遺跡第 10次調査

二次加工のある剥片(第8図)が多く出土していることから、現地で石器製作が行われていたこと

がわかる。ピエス・エスキエは木材や骨角器等の加工に利用された可能性もあるため、、竪穴住居等

の建物が検出されていないものの、 一定期間の定住を示唆するものとも考えられる。

古墳時代 今回の調査では、 竪穴住居 4棟、掘立柱建物 5棟、 土坑、 溝等を検出した。

竪穴住居は耕作による削平が著しいため、 遺存した深度が浅く輪郭も不鮮明なものが多かった。

整形された住居の底面が耕具による凹凸をもち、 基盤層表面が一様ではない部分をその範囲として

とらえると、一辺 5m以下の小形住居であったと考えられる。

竪穴住居 lは長辺ほぼ 4m、短辺 3.2~ 3.5 mを測る平面長方形で、あり、検出面から住居基底面

までの深度は 15~ 20 cmで、あった。主柱穴や壁溝など当該住居に帰属する施設等は確認されていな

い。一方、比較的遺存状況の良好であった竪穴住居 2も長方形をなし、短辺 3.4m、長辺 4.4mを測る。

住居検出面から 16~ 22 cmで、基底面に達する。竪穴住居の外郭内側には11届20cm程度の壁溝が回り、

北東辺中央には造りつけのカマド(第9図スクリントーン部分)を備えている。このカマドは耕作

による削平により基部付近が残存するのみでカマド上半部や煙道部分の状況は不明だが、両袖の在

り方から一つ掛けのカマドとみられる(杉井健 「竃の地域性とその背景JIi考古学研究』第 40巻第

l号 1993年)。調査区北端部で検出された竪穴住居4は限られた検出範囲のため詳細は不明である

が、住居の一辺が 2.9m程度しかなく、他の竪穴住居よりもはるかに小型であった。周囲に壁溝を

巡らすようだが、通常の竪穴住居とは異なる機能が想定されうる。

主な出土遺物は、第 10図に掲載した。 1~ 12が竪穴住居 1、14~ 21が竪穴住居 2出土遺物

である。このうち 18の高杯坪部片は外面の一部が被熱し、 竪穴住居 2の造りつけカマドの手前で

伏せた状態で出土していることから、もともとはカマドに据えた煮炊き具を支えるための支柱ある

いは支脚として用いられていた可能性が高い。12の把手付きの土師器護は竪穴住居 1床面直上から

ほぼまとまった状態での出土であった。11は竪穴住居 1出土のハソウ、 13は復元口縁部直径約8

cmの短頚壷で、あり、 竪穴住居 lまたは同 2埋土中からの出土である。19は竪穴住居2から出土した

須恵器蓋のつまみ部分であり、頂部に何らかの線五IJがみとめられる。ところで、 第 11図は移動式

カマドの庇部分とみられるが、 竪穴住居でなく溝 10からの出土であった。ただし、このカマド片

が出土した潜 10は竪穴住居2造りつけカマドと非常に近接した位置関係にあることは注目される。

竪穴住居埋土中の出土遺物は、 全体的に須恵器の割合が非常に高く、特に杯身に着目すると、たち

あがり 高が低く、 受け部付近で内側に鋭く屈曲する特徴などを有する(第 10 図 4 、 6~8) こと

から 6世紀後半に帰属するものと考えられ、周辺での集落が盛期を迎える時期とよく 一致している。

掘立柱建物は少なくとも 5棟確認している。調査区南端部で検出された掘立柱建物 lは2間 x2 

間以上、調査区中央付近で検出された掘立柱建物 2は梁間 2問、桁行3問、同じく調査区中央付近

で検出の掘立柱建物 3は梁間 2問、桁行3問、掘立柱建物 4は2間 x1間以上、調査区北端付近で

検出された掘立柱建物 5は2間 x1間以上という状況であった。これらは竪穴住居が廃絶したのち

に重複して建てられており、 l辺 50cmを超える方形の柱穴によって構成され、大半が掘立柱建物

2と同様の梁間 2問、桁行 3聞の建物で、あったと推定される。

溝 8は検出幅 30~ 40 cm、深度 15~ 20 cmをはかるもので、検出位置からして掘立柱建物 2に

伴うものと考えられる。建物を構成する柱穴の出土遺物から考えると竪穴住居廃絶とほとんど時期
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2.調査の成果
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1 同灰色 (]OYR41l)ンルト (-制粒砂l.細粒砂-olcm 以下町燃を訂干古む.マンガン山状紡餓を多く含む。山拙より上位は且怨府小プロックを多く含むため、にぶい;，H品色 (JOYR5/3)を弔するot.~穴 11主i l!'J!L

2.IU灰色 (lOYR4/¥)険制粒砂(-ンルト)0o3cm 以下の際を百千台む.J正位牌ブロックそ 30%程度合む。 緊~'dUJ: 1床ihl整地別.

3 灰質問色白OYR4/2)-褐灰色 (10YR4/1)ンルト (-誕11粒砂)d o2cm以下の傑詰 F合む。Gの上部にやや山仕物多いe 東側ほど'ifJ持制色 (IQYR7/6)を唱する。lHWtlブロックを多く古むー竪穴住陪 2tlJ[ーiニ.
4. i呂灰色C!OYR41l)-灰副総j色 (JOYR4/2)シルト (-細粒砂入 阻粒砂~擦を行T古む。謀総回微細ブロック若干吉む。4 は色調が Tく、夕、板布の出跡の可能性向い。鞍穴JJ居2!世i向。

5灰誕llJ色 (lOYR4/2)シルト (-細粒砂l.荷l粒砂をf;，古むc J.H1世間プロ yクを多く古むe 炭化物を昔守合む.点拙よりと位に前色 (2.5Y8/8)ンル トブロックが集中している。竪穴住肘 2ベッド状泊帰。

6 灰iiJ.出色C1QYR4/2l細粒砂 (、ンルト)0o3cm将症の様多く 古む.lJ儒悶プロック在 40%程度合む.型穴住居 2床面出地問。

7 にぶい前住j巴 (lOYR4/3)ンルト(-附細粒砂)ー。lcm以下町傑を多く含む.前 5。

8 抗灰色 (2.5Y411)ンルト(-細粒砂)0o3cm 以下の様を昌 i 古む。 品位府プロックを若干白む。 上部は ~"dt;色 ( IOYRS/3 ) を呈するe 沿;~ 6 . 8。

9 灰持制色 (!OYR4/2)-政相色 (IOYR5/6)ンルト(-制粒砂)0 o2cm問Eの傑を科干古むc SP"lOlo 

10梢灰色町OYR4Jl)シルト (-粗粒砂l，砂傑混じりc SP- IO l ~ 

11初灰色 (10YR4/1)ンルト(-制粒砂)0 03C111 以下の撲を枝子含むe 且鈴府プロックを 30~も程度古む。 SP- !O l 。

第9図竪穴住居 1・2 平面・断面図 (1: 40) 
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第E掌 内田遺跡第 10次調査
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第 10図竪穴住居 1・2 出土遺物 (1: 3) 
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3 まとめ

/ 

」 」/Jア
第 11図溝10 出土力マド(1:3 ) 

差は認められない。第 14図 lは溝 2、同 2・3は溝 4、同

4~6 は溝 5 、同 7~9 は溝 8 、同 10 ・ 11 は溝 10 からそ

れぞれ出土した。

土坑2は調査区北側で検出された短軸約 1.5m、長軸 3m

以上をはかる長方形の土坑であり、 10~15cmの深度を有す

る(第 12図)。埋土は褐灰色細粒砂を主体とし少量ながら磯・

炭化物・基盤層ブロックを含むものであったが、これらとと

もに焼け歪んだり焼成不良の須恵器が大量に廃棄されたよう

な状態で検出された。このことは当該時期の内田遺跡は、千

里川両岸に展開する桜井谷窯跡群での須恵器生産活動と密接

に関連のある集落であり、出土須恵器聞に大きな時期差がみ

とめられないことから、比較的短期間に消滅

したことがわかる。図化可能な出土遺物は第

13図1~ 10に掲載した。杯身の特徴などか

ら竪穴住居や溝など他遺構との時期差はほと

んどなくほぼ、同時期に営まれていたと推察さ

れる。なお第 13図 11・12は土坑3、13・

14は土坑6出土である。

古代以降 古墳時代の遺構群に重複して、ピ

ットや溝等が検出されている。 SP-5・15・

95などのピットは柱列を構成していない。

また、溝 5や 10が掘削された方向は古墳時

代建物群と異なり、やや北西方向に傾斜して

いて、溝聞が広いことなどから、居住域では

なく耕地として利用されていた可能性が高い

が、周辺での資料が未だ乏しく、古代以降の

状況を明確にはできなかった。

なお、今回の報告では調査時の遺構検出番

号をそのまま使用 している。

3. まとめ

今回の調査では、古墳時代後期の集落の状

T.P.+36.4m 況を周辺での調査成果(第 5~7 次調査など)

\--一一一一一----~ を追認し、桜井谷窯跡群の生産活動の動向に

す¥l
S町b 電E

匂

亡b

お
官ミ

包

護委防

てヨ

O 

Eニユ

1 褐灰色 (7.5YR51l)細粒砂(~ンルト)。 褐色 (7.5YR4 /3) 鉄分沈着多い。 炭化物若干宮む。

こぶし大の傑及びの 150mm程度の傑古む。基舵府ブロックを 5%程度吉む。

m
l
 

第12図土坑2 平面・断面図 (1: 30) 

あわせて集落が成立、消滅した実態を明らか

にできた。

また縄文時代後期の士坑(土坑4・5)が

14 



第H章 内田遺跡第 10次調査

JTrf石川/Fff

セ三4...f1

ミミ~
、一 I -~
\ミニ土工~7
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U
N
W川口

長三三 L二二{
4 

/ ， 

ミJY tEヘ
9 

そ| 次: 三寸~~

下4Jヨ¥一一一 14 

。 10 cm 

第 13図土坑2・3・6 出土遺物 (1 : 3) 

確認されたことは、第 2次調査の成果に加えて、市域北部での縄文時代集落の動向を考察する上で

貴重な資料をえることができた。野畑周辺にある集落域に加えて、当該調査地周辺にも比較的広い

範囲に集落が営まれていた可能性を考えられたことは大きな成果である。周辺では旧石器時代後期

のナイフ形石器も採集されており、 今後、千里川段丘平坦面端部での調査においては、縄文時代以

前の人間活動の痕跡に留意する必要があろう。

15 



3 まとめ
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第 14図溝出土遺物 (1 : 3) 
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第 15図 SP 出土遺物 (1 : 3) 
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第皿章 首根遺跡第 12次調査

第皿章 曽根遺跡第 12次調査

1. 調査の経緯

当調査地は豊中市曽根西町 3丁目 17-5に所在する。平成 24

年 2月8日に提出された埋蔵文化財包蔵地の発掘届出に基づいて、

平成 24年 3月 22日に確認調査を実施したところ、地表下 30cmで、

基盤層を検出しその上面で遺構を確認した。今回予定されている柱

状地盤改良工事は地表下 2mに達することから遺構面の破壊は免れ

ないことが判明したため、 事業主側と協議の結果、本発掘調査を実

施することになった。調査期間は平成24年 5月7日~同 5月31日、

調査面積は59.37ばである。調査は廃土スペースを確保するため、

場内反転調査を実施した。

M
川

i
H
H
H川
?
?

M
 

2.調査の成果
05m  

(1)基本層序 第16図調査範囲図(1: 200) 

当調査地は、第 l層である現代の盛土が約 30~ 40 cm堆積する。続く 第 2層で基盤層 (樺色

(7.5Y6/8)シルト~極細粒砂)、遺構検出面に達することから、当調査区において基本層序は残存せず、

かつ基盤層上面も削平を受けている可能性が高い。現代の盛土中から弥生時代後期 ・古墳時代後期

の土器砕片が含まれることから、調査地はかつて弥生時代後期~古墳時代後期の遺構が存在したと

推察される。当調査地点の基盤層は樟色シル ト~極細|粒砂であり、 北側に向かつて徐々にシル トか

第 17図調査地位置図 (1: 5，000) 

17 
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ら砂質へと変化する。

(2 )検出した遺構と遺物

今回の調査区は約 60rrl (59.37 rrl) 

という限られた調査面積であったにも

かかわらず、溝、 土坑、柱穴などの遺

構を検出するとともに、遺物収納拍手 6

箱分の出土遺物があった。

以下では主要な遺構と出土遺物につ

いて報告する。

溝 1 調査区南東隅で検出した南西か

ら北東方向にのびる溝である。検出幅

1 ~ 1.2 m、深度約 0.1~ 0.15 mを有

し、幅約 50cm程度の平坦な基底面を

形成する。基底面はほぼ、平坦である。

埋土は主に基盤層ブロックを含んだ黒

褐色シル ト~極細粒砂で構成される。

出土遺物は散在的かつ表面が磨滅状態

のものが主で、出土状況も大半が溝基

底面からやや浮いた状態であったとと

から、これらの土器砕片は溝廃絶後の

投棄あるいは、流れ込みによるものとみ

られる。第 24図 28は護形土器口縁

第田章 曽根遺跡第 12次調査

1.灰黄褐色 (IOYR4/2)シルト。

弥生士総砕片を含む。

2. 黒褐色 (10YR3/2)シルト~極細"粒砂。

基俄屑ブロック(直径~ 3cm)を少量含む。

3.黒褐色(IOYR2/2)極調"粒砂。

五E熔!毘ブロソク (ï直径~3cm) を約 20%含む。

傑(直径~ lcm)を少量含む。

M.N 

C需品
調 9
勺>> 
4う ()(d

T.P目+15.15m

。
m
l
 部とみられ、口縁部直径は不明だが端 第 19図溝1 平面・断面図 (1: 20) 

部外面に刻み目を施すものである。今回図化し得なかったが、弥生時代後期の護形土器底部片を含

むことから、溝 lの機能時期は弥生時代後期と考えられる。

溝2 調査区南西部で検出した北西から南東方向にむかう満である。溝の一部が土坑 2の影響を受

けているものの全体として弧状の形状を呈する。溝2の検出幅と深度は東西で様相が異なり、土坑

lより西側で約 0.8m・深度 0.3m程度、同東側で検出111日0.45m・深度約 0.15mと西側へ下がっ

ていき、かつ規模・深度ともに大きくなる。溝埋土は基本的に褐色~暗褐色極細粒砂~シル トに基

盤層ブロックを含むものであり、 基盤層ブロックの混入度合いの差による分層である。

溝埋土中から多量の弥生土器が砕片状態で出土しており、 今回の全出土量 (6箱)のうちおよそ

半数 (3箱)が溝 2出土であり、第 24図 1~ 12はこのうち図化し得たものである。これらの土

器群は溝の基底面から約 5~ 15cm上位の深度からまとまって出土しており、満 2が機能停止をし

て埋没が始まって以降に一気に投棄された状況が考えられる。出土土器の内訳は護形土器の割合が

非常に高く全体の 8害Ijを超える印象を受ける。その喪形土器は外面最終調整としてタタキを施すも

の(第 24 図 1~3 など)とハケ目(第 24 [玄[5)との 2者が確認できるが、ハケ自在有するタイ

19 



2.調査の成果

プはわずかである。一方内面はナデ、とハケによる調整が主である。第 24図 10は口縁部の形状は不

明であるが小型の壷形土器であり、外面は非常に丁寧なミガキによる仕上げであるとともに頚部直

下に直径 1~2mm の列点文を一周巡らす。 11 ・ 12 は高杯の脚部であり 、 11 は裾が大きく聞くタ

イプであろう。溝 2の機能時期は、出土遺物の特徴から弥生時代後期と考えられる。

溝3 調査区南部で検出した検出幅約 0.15~ 0.2 m、深度 0.1m程度の溝状遺構で、あり、わずかに

弧状の形態を呈する。溝3は溝 l付近で一旦途切れるかのような検出状況であるが、溝 1の影響に

より以東の状況は不明である。当該溝 3の類例は曽根遺跡第 l次調査検出の溝 1・2にみられ、そ

こでは何らかの区画溝としての機能を想定している。また溝 3の形状・規模は竪穴住居の壁溝であ

る可能性も考えられ、その場合は両端部が未検出であるものの一辺 6m以上の方形竪穴住居、また

は溝 3が非常にゆるやかな弧状であることを考慮すれば円形竪穴住居に伴う壁溝とみることも可能

だが、その場合住居の直径は 10mを超える大型竪穴住居になる。いずれにせよ限られた検出状況

であったため可能性の指摘にとどめておく 。埋土中から弥生土器胴部片等が少量出土したが、砕片

のため図化しえなかった。他遺構との重複関係から溝 3の機能時期は溝 1以前と考えられ、弥生時

bく

l 「一一一一一一ー 三- --'2: 

三3
a 

T.P.+15.15m 

b 

2 

3 

1 褐色 (lOYR4/4)シル卜。')11'生士山仰片を大Ittに包古する。

2 にぶい持制色(lOYR4/3)ンルト~陪淵粒砂。

3. 11:1褐色 (lOYR3/3l極細粒砂。

4 

5 

4 にぶい前回色 (lOYR4/3)極細粒砂。 o 50 cm 
5. 111:1尚色 (lOYR3/3)極制粒砂。 I

第 20図 溝2 平面・断面図 (1: 20) 

a' 

b' 

20 

代後期またはそれ以前というこ とになるが、 今

回弥生時代中期以前の出土遺物が未確認である

ことから、弥生時代後期の所産とみる。

溝 4 調査区北部で検出 した検出11I肩0.7~ 1.0 

m、深度0.1~ 0.15 mの溝状遺構であり、北西

から南東方向にのびる溝である。埋土中から頭

部に刻み目突帯を有する広口壷の一部(第 24図

29)、椀形の高杯脚部片(第 24図30)などが

出土しており、その特徴から溝 4の機能時期も

弥生時代後期とみられる。なお溝 4は、溝の規

模や溝内における土器の出土状況とその時期が

先述の溝 lと似ており、しかも両溝は直交する

位置関係にあることが双方の検出状況から推察

されることなど、溝い溝 4は有機的関連を有

していた可能性が高い。

土坑 1 調査区南部で検出した直径 2m前後の

平面円形の士坑であり、 最深で 35cm程度の深

度を有する。土坑北側と南側に段を有する。埋

土は上中下の 3層に区分されうるが、すべて基

本的に灰黄褐色極細粒砂~シルトを主体に基盤

層ブロックを若干含むものであり、これら埋土

聞に大きな時期差や士質の差異は認められない。

土坑 l廃絶後は比較的短期間で埋没したとみら

れる。



出土遺物は土坑 l南半部から弥生土器砕片がややま

とまった状態で出土しており、 主な出土土器は第 24

図 19~ 24に掲載した。19の口縁部片は、傾きや口

縁部直径の復元にやや疑問を残すが器台の一部とみら

れる。20の鉢は口縁部が内湾する形状とみられ、肩部

には櫛描文が施される。21~ 23はすべて聾形土器の

底部であるが、 22のように脚部を有するタイプの護形

土器(以後、 「台付護」と呼ぶ)が少数存在する。台付

護の出土例は近隣で、は尼崎市東浦遺跡で、報告されてお

り、それによると弥生時代後期の各種遺構から出土し

ている(注1)0 24は高杯または小型器台の脚部であ

ろう O 土坑 l出土遺物は概ね弥生時代後期の範鴎で捉

えることが可能だが、小型器台の可能性を有する器種

(第 24図24)がみとめられる点は注目される。

土坑2 調査区中央付近、溝 2と溝 3の聞で検出され

た長軸約 1.4m、短1!lrlJ約 0.7mの平面不整形の土坑で

あり、約 25cmの深度を有する。土坑北側は溝3と重

複しているが、断面観察の結果、当該土坑が先に形成

されたとみる。埋土は基本的に暗褐色シルトに基盤層

ブロックを少量含むこ とから、機能停止後、人為的に

埋め戻されたと考えられる。 出土土器(第 24 図 25~

27)は基底面からやや上位のところでまとまって出土

しており、観察の結果大半が護形土器片であった。出

土土器は弥生時代後期の特徴を有するため、当該士坑

の機能時期も同様の時期とみられる。

土坑 2は溝 2と非常に近接した位置関係にあるもの

の重複せず、その一方で土器群の出土状況は類似し出

土土器に明確な時期差がみとめられない。このことは

双方の遺構は同時期に営まれ、廃絶後もほぼ、同様の埋

没過程を辿ったと推察される。

土坑 3 調査区北部、溝 4の南側で検出した全長約

2.2m、最大幅 1.2mで、南西から北東方向に長1!lrDを有

第田章 曽根遺跡第 12次調査
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a' T.P.+15.15m 

b 
一てごコ二ヌア

b' T.P.+ 15.15m 1 !.I.¥itl色 (IOYR3/2)険締役砂@

する長楕円形の士坑である。南側の幅が拡大している 一一、こ二二二三二ファー
2. IYJJJ悩色 (SYRS/8)シルト~械剥粒砂 o 50 cm 

箇所は観察の結果、肩が崩れた結果とみられることか ).¥<<1017'ロック附-3an)刷出.I l 

ら土坑 3本来の形状は隅丸の長方形であった可能性が 第21図 溝4 平面・断面図 (1: 20) 

高い。検出面から基底面までの深度は最大で 15cm程度である。土坑 3の埋土は基本的に暗褐色極

細粒砂に少量の基盤層ブロックが含まれる。基底面からやや上位のところで弥生土器砕片が多数出
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2.調査の成果
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豆 一一一一」
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T.P.+ 15.15m 

， 
a' 

5 4 

1 灰b~m色(i OYR5/2) 悼日朝粒砂。 際 (f!'J:径-3cm) を世!l1古む. 仰生 l二 6~lî)t~ J!i 多く古む。
2. 灰政均色(iOYR4/2)幽 H粒砂。話空間プロソク(直径--3 cm)在約 5%古む。

b 3. I則前向色(iOYR6/6)シルト。基飽問ブロヴク(直径- 3cm)を約 30%含む。

T.P.+ 15.15m 

4 灰 ~li 同色(i OYR412) 制粒砂~シル卜。
5 に占Jい.oHH色(i日YR6/3)防相|粒砂。持3且1:1::"

b' 

2 

3 

1 灰前掲色(iOYR5/2)極細粒砂。際(直径-3cm)在少恒吉む。弥生士山砕片多く吉む。

2.灰故褐色(iOYR4/2)極細粒砂。基盤問プロ yク (u立径--3 cm)者約 5%吉む。

3 明前掲色 (IOYR6/6)シル卜。基椛府プロック(直径---3 cm)を約 30%台む。 。
E二二二コ二二二二コ

m
l
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第 22図土坑1 平面・断面図 (1 : 20) 
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1 灰前褐色(iOYR5/2)極相粒砂。

2 灰員削色 (iOYR6/2)極却粒砂.

3 灰tu褐色 (IOYR4/2)制粒砂~極細粒砂。

4 にぶい品格色 (IOYR6/4)極制粒砂。

L 
、
50 cm 

第 23図土坑2 平面・断面図 (1 : 20) 
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3.まとめ

し

T.P.+15.15m 

。

土しており、これらの砕片は土坑 3が廃絶し埋没する

過程で投棄されたものとみられる。

主な出土遺物は第 24図 13~ 18に図示した。 13

~ 15は護形土器、 16は広口壷の肩部~頚部とみられ

る。但し、その傾きや頚部の形状、肩部の厚みに違和

感を覚えないわけではない。17は杯部上縁部が外反す

るタイプの高杯、 18は鉢の大型品であろう。

」 なお、 土坑 1~3 のような土器の投棄場所とみられ

る遺構は、既往の調査でも第 l次(土坑2・5)、第 3次(士

坑1)、第 4次(土坑 2・3・6)など複数事例確認され

ており、弥生時代後~終末期の曽根遺跡においては通

有の遺構のようである。

その他の遺構上述の溝・士坑の他に柱穴・ピットを

合計 30基程度検出した。このうち柱穴は調査区南半

部在中心に確認しているが、調査範囲のなかで同一建

物とみられる柱穴の抽出はできず、これらは調査区外

1 尚灰色 (JOYR41l)シルトに憾 に対応する柱穴が存在するとみられる。柱穴・ピット
前11粒砂約 10%。

:22212Zjl;出品;。の大半は弥生時代後期とみられるが、このうち調査区

基盤回の混合 lニ。 南端付近検出のピット lでは埋土中に古墳時代後期頃

の須恵器片を含んでおり、調査区内に少数ながら古墳
50 cm 

時代後期の遺構が存在することも確認された。なお今

第25図 土坑3 平面・断面図 (1: 20) 巨|の調査で古墳時代の遺構は当該ピットのみであった。

3. まとめ

今回の調査では限られた調査面積であったにもかかわらず主に弥生時代後期の遺構とともに各

種遺構から弥生土器が豊富に出土した。なかでも溝 2・士坑 2出土土器群はその出土状況から同

時期の産物とみてよく、 曽根遺跡における当該時期の良好な一括資料が提供されたとみる。今回

検出された各遺構の時期は概ね弥生時代後期の範鴎に収まるが、そのなかで第 24図24のような

小型器台のような土器の出土は注目される。一般に小型器台は庄内式期から登場する器種であり、

土器群の大半が弥生時代後期の所産のなかにこうした庄内式期の特徴がわずかながらもみとめら

れるということは庄内式期の兆候が認められうる時期、つまり今回検出の各種遺構は弥生時代後

期の後半段階、庄内式期直前段階という時期的な評価が可能ではないか。

注意すべきもう一点は、今回はピット l基だったとはいえ古墳時代後期の遺構を検出したこと

である。これに重機掘削中に古墳時代後期の須恵器砕片が確認されている事実も考慮するならば、

調査地一帯に当該時期の集落関連遺構も存在する可能性が非常に高い。

以上のことから今後周辺の確認調査、本発掘調査の際には上記課題を踏まえる必要があろう。

(注1)12東浦遺跡JIr尼崎市埋蔵文化財調査年報平成 18年度 塚口城跡第 130次調査、東浦

遺跡第 17次調査の概要 j] 2012尼崎市教育委員会
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第W章新免遺跡、第 65次調査

第IV章新免遺跡第 65次調査

1. 調査の経緯

平成 24年 4月 16日、 豊中市玉井町 3丁目46における

個人住宅建築にかかる発掘届が提出され、同年 4月 19日確

認調査を実施した結果、良好に遺構が残存していることが

確認された。今回の建築計画により遺跡の損壊は免れない

ことから、事業者と協議の結果、基礎工事の範囲約 70.5rrl 

を対象に、平成 24年 5月 21日から平成 24年 6月 30日

までの期間で発掘調査を実施することとなった。

2.調査の成果

(1)遺跡の概要

0 1O m  

第 26図調査範囲図 (1: 300) 

新免遺跡は阪急宝塚線豊中駅の西~南西側一帯に広がる弥生~古墳時代の集落を中心とした遺跡

であり、東西約 800m、南北 400m以上の規模を有する。過去に実施された 64件の本発掘調査では、

縄文時代早期から近世に至る複合遺跡であることが判明している。遺跡の盛期は弥生時代中~後期、

古墳時代後期の 2時期みられ、なかでも弥生時代中期集落は竪穴住居 20基以上、方形周溝墓を 20

基程度検出しており、その検出状況からして千里川流域における中核的な弥生集落(拠点集落)と

みられている。

しかしながら、既往の調査の大半は個人住宅新築工事を契機とする小規模調査のため調査面積が

第 27図調査地位置図 (1: 5，000) 
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2.調査の成果

狭小であり、しかも現在市内最多の本発掘調査件数の割には環濠の有無など、弥生時代の拠点集落

としては不明瞭な点が多い。

今回の調査地は千里川の河岸段丘を控えた遺跡西側に位置し、既往の調査により付近では弥生時

代中~後期、古墳時代後期ともに遺構が濃密に分布するエリアであることが判明しており、今回の

調査地も同様の成果が見込まれた。

(2)基本層序

当該調査地における基本層序は概ね 4種に大別できる。まず、現地表下の整地士、撹乱士を除くと、

灰色系の砂質シルトがあり、焼士の小塊や炭化物を多く含む。調査地が旧豊中グラウンドの跡地で

あり、市域でも初期の住宅地に該当することから、第二次世界大戦前の開発時前後の整地層であろ

うと考えられる。また、この直下には灰黄褐色系の砂質士層があり、近世~近代にいたる耕作士と

推定できる。平面図には図化していないが耕作土直下に同様の埋土を持つ浅い溝が一定の間隔をあ

けて並行するのを検出しており、出土遺物から中世に遡る可能性がある。

遺構検出面の直上には遺構埋士同様の黒褐色系シル トが被覆しており、弥生時代の遺物を包含し

ている。しかしながら、段丘平坦面での自然の営為による遺物包含層の形成は想定し難く、竪穴住

居等、何らかの遺構が重複していて識別が困難なため、単一の層序として認識してしまった可能性

が高い。

基盤層は黄灰色系のシル ト及び砂喋で構成され、洪積層上部のシル ト層である。他の段丘平坦面

に展開する遺跡群同様、各遺構の底面は深くても概ねこの砂磯上面にとどまっている。基盤層面は

標高T.P.+ 20.7m前後である。

(3)検出した遺構と遺物

弥生時代 今回の調査では、形状や想定される機能は一定ではないが、土坑状の遺構を検出した。

出土遺物から各土坑とも概ね畿内第W様式期に該当するものと考えられる。

まず、調査区西部で検出された土坑 11 (第 29図)であるが、当初は複数の遺構が重複している

ように看取されたため士坑としたが、調査の進捗にしたがって溝状の形状を呈することがわかった。

幅は 2m前後、遺存した深さは約 30cmを測る。やや円弧を描きながら東へ屈曲するが、円弧の内

側は数段に落ち込む複雑な形状になっていて、あるいは数次にわたる再掘削が行われている可能性

がある。また、南西角が直角に近い形状となっているのは、基盤層上面にあった樹木根の痕跡を遺

構埋士と誤認したものと考えられ、本来の遺構としてはもう少し素直に円弧を描いて東進していた

とする方が妥当かもしれない。周辺での調査で同時期の方形周溝墓が検出されているので墓の周溝

とも考えられるが、土器の出土状況は集落内の廃棄土坑と同様の状況であり、特殊な状況は看取で

きない。ここでは竪穴住居周囲の溝あるいは周溝墓いずれの可能性も考えておきたい。主な出土遺

物は第 31図に掲載しており、先述の通り畿内第町様式期の土器が多数出土している。

士坑 19も調査地南西端で検出された溝状の遺構であるが、詳細は不明である。

土坑 17(第 30図)はその一部が調査区外に達するものの検出状況からすり鉢状の形状が考えら

れる。遺構埋土の上層から下層にいたるまで時間の経過とともに土器等が破片となって廃棄され、
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"'図中のアミ部分は樹木の恨痕。
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第 28図調査区平面・断面図 (1: 40) 
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第W章車fi免遺跡第 65次調査

"'" 

1 .盛土 ・整地土・撹乱土(現代)

2.灰策褐色(1OYR5/2 -4/2)細粒砂。小さい焼土ブロック混入。整地士。

3.灰黄褐色 (10YR5/2)紺|粒砂。磯(-申3cm)を少量含む。盛土。

4. にぶい黄燈色 (1OYR7/3 - 6/3)剰11粒砂~極細11粒砂。耕作土。

5.にぶい策褐色 (10YR5/2-4/2)紺l粒砂~極細粒砂。illi埋土。

6.灰黄褐色 (10YR5/2-4/2)シル ト (-組l粒砂)0i持埋土。

7.灰黄褐色 (lOYR4/2)極細粒砂。にぶい黄燈色(lOYR7I2)極細l粒

砂をK('l5- 10%含む。弥生時代の巡物包含居。

8. fこぶい鼓褐色 (lOYR4/3)-灰策褐色 (lOYR5/2- 4/2)シル ト~

極制11粒砂。弥生H寺代のj立物包含層。

9. 11古褐色 (lOYR3/3)シル ト。

10.灰黄褐色 (lOYR4/2)-黒褐色 (lOYR3/2)シル ト~極釧粒砂。基

鐙賠ブロック(-申3cm)を含む。土坑 14i型土。

11 黒褐色 (lOYR3/2-3/1)シル ト~極細11粒砂。際(-申 2cm)を少

長i含む。弥生土器破片を含む。SP.19埋土。

12 灰黄褐色 (lOYR4/2)-黒褐色 (10YR3/2)シル ト~極細川主砂。土

坑 11j型土。

13.灰黄褐色 (lOYR4/2)極細|粒1沙。士坑 14埋土。

14.黒褐色(lOYR3!l)シルト。基綴層ブロック(-申5cm)を約 10%含む。

にぶい黄櫨色 (10YR6/3)シル ト~極制11粒砂と際を少量含む。SP-28

埋土。

15.黒褐色(lOYR311)シルト。基盤屑ブロック(-申3cm)を約 10%

含む。i諜(-申 3cm)を少量含む。SP-31埋土。

16.黒褐色 (10YR3/2) シルト~極制11粒砂。灰白色(lOYR711)極細粒

i沙を約 10%含む。SP-29埋士。

17.黒褐色 (10YR3/2)シル ト。灰黄褐色 (10YR6/2)-にぶい黄桜色

(lOYR7/2)極細粒砂~釧粒砂を約 20%含む。SP-30坦!土。

18.褐灰色(lOYR411)シルト~極制11粒砂。弥生土鳩破片を多誌に含む。

土坑 17出土。

19.灰tlll褐色(lOYR4/2)シル ト~極主111粒砂。弥生土2i5Mi片を多量に含む。

土坑 17迎土。

20.灰黄褐色 (1OYR6/2 - 5/2)シル ト~健主111粒砂。土坑 17耳li土。

21. 1夫裁褐色(1OYR6/2 -5/2)シルト~極細粒砂。基撚屈を約 50%含む。

土坑 17埋士。

22 にぶい黄綴色 (lOYR6/3)シル ト。基lli1層ブロック(-申 5cm)を

少量含む。土坑 17埋土

23 . 黒褐色 (l OYR3/ 1 ) 極細粒砂。 弥生土器破片を多く含む。 際 (~φ

5cm)少量含む。土坑 19埋土。

24.明黄褐色 (10YR6/6- 6/8)シル ト~極細|粒砂。基盤層。

"'" 
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1. ，'H相色(JOYR31l)シルト。灰持制包(JOYR4/2)極細粒砂を約 20%吉む。大小様々な傑を多数台む.弥生土問破片者多量に吉む.SK.II里J1土。

2. .'.I，{侶色 (IOYR3/2)シルト。灰民間色(JOYR5/2 -4/2)極細粒砂在約 25%古む。傑 (- .5cm) と弥生J: ~~破片を古む。 れより少ない). SK.II ~I! L 
3 ・位向色 (IOYR3/2)シルト。灰前向色(JOYR5/2 -4/2)極細粒砂を約 25%吉む。辺償制上在約 25%宵む。離 (-05cm)と弥生土器破片を古む (1よりすない).SK.II J型土3

4 灰白柿色(lOYR4/2)極細粒砂。謀略!I(ilI:在約 25%台む。諜少量吉む。SK-IIJ型土。

5. .'.IJ初色(l OYR3/2 ) 極細粒砂~シルト。 にぶい~~白色(l OYR712 ) 極細粒砂在約 10%台む. 様 (- o5cm)少1.1吉む。SK-IIJ哩:1二。

6. .Imu色 (JOYR3/2)シルト~極細粒砂。様 (- .3cm) 少量吉む. 基盤層土を，~J 5%古む。 SK・ 14 ~H.

7. 1肝褐色 (JOYR3/3)シルト~極細粒砂。にぶい民向色~灰此托j色 (1OYR5/3 - 5/2 ) 極細粒砂を~'~ 15%古む。辿物包吉府 (弥生時代)。

8. ~H托j色 ( 1 OYR31 1 - 3/2)極相粒砂.!，~~!府プロァク (- 05cm)を古む。鋭恐却を古む。Sp.13~J! 1:. 

9 イ、の似3

10. 1明前社}@.-tlifU色(lOYR6/6-5/6)シルト.)、小様々な傑多数吉む。法餓府。

。

平面・断面図 (1: 30) 
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2.調査の成果
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1 褐灰色ClOYR411)シルト~柿市粒砂。弥生土日告破片を多昂に含む。

2. 灰凱褐色 C! OYR4/2) シルト~組制粒 1曲。 弥生土問破片在~i註に含む。

3 灰政相色 C!OYR5/4)19i制粒砂.弥'1土ail破片ーを1Jiil宮むロ

4 柾j色 (IOYR4/4)版制*1(/性。にぶい向指色(IOYR7/2)約 20%古む.

s. ~Hl品色 C! OYR3/ 1 ) シルト~附制粒砂。 SP.57 ~I!土。
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第30図土坑 17 平面・断面図 (1: 30) 

最終的に一気に埋め戻されたた状況が確認された。この廃棄土坑としての土坑 17の存在が直近に

ある先述した土坑 11を住居の周囲の溝と考える根拠とすることができるかもしれない。主な出土

遺物は第 32図に掲載した。

士坑 20(第 33図)は長方形で短辺 60cm長辺1.5m、遺存した深さ 15cmを測る。底面には底

板を水平に置くための整地層が薄く認められ、また底面の短辺側にはそれぞれ細い溝が掘りこまれ

ており、小口板をはめこむための窪みであろうと考えられる。その形状からおそらく木棺を伴う墓

坑であることが推定できるが、単独であり周囲を溝で固まれていないために周溝墓の主体部とは考

え難い。周辺での類例の蓄積を待ってその機能を再考したい。

出土遺物については各遺構や遺物包含層等から、土器とともに石器が出土している。中期に特徴

的な形態をもっ石撒 4点(第 35図 1~ 4)のほか、ピエス・エスキエや剥片が多い。市内の他の

遺跡でも縄文時代から弥生時代にかけてかなりの量が出土するピエス・エスキエについては、対向

する辺に階段状剥離を伴うことから、木材等の加工に挟み込むくさびとしての機能が推定されてい

るが、あまり注目されていない トウールであり、今後の研究の進捗が期待される。

また、今回の調査では石庖丁も4点(第 37図)出土しており、段丘直下に水稲耕作地を営んで

いたことを示唆している。石材は北摂山地や猪名川流域以西で、産出される堆積岩で、ある。

古墳時代今回の調査では竪穴住居 1棟、掘立柱建物 3棟を検出した。出土した須恵器からいずれ

も6世紀前半の時期に該当するものと考えられるが、竪穴住居が掘立柱建物にやや先行する。

30 
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2 調査の成果
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第 32図土坑 17 出土遺物 (1 : 4) 
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調査区東部で検出した掘立柱建物 lは梁間 l

問、桁行 2聞の小形建物である。同じく調査区

東部検出の掘立柱建物 2は掘立柱建物 1と重複

関係であるが両者は主軸が異なる。梁間 2問、

桁行 3間以上で、柱穴の規模が l辺 60cmを超

える大規模なものである。柱穴埋士の状況から、

建て替えが行われている可能性も考えられる。

竪穴住居 11は方形住居で壁溝を伴う。その外郭

に並行して検出された掘立柱建物 3は、柱列の

みが検出されていて、建物の角を特定できてい

ない。竪穴住居との距離 (約 60cm)、柱穴が小

規模であることを勘案すると、竪穴住居 11が壁

を持つ上部構造で、そのIHを支える柱列として

捉えることもできる。竪穴住居 11の埋土からは

完形の須恵器坪(第 34図1・3)が出土している。

なお、今回の報告では調査時の遺構検出番号

をそのまま使用している。

3. まとめ

今回の調査では、古墳時代後期の集落の状況

を周辺同様に確認できたことに加えて、弥生時

代中期の遺構・遺物を数多く検出できた。ただし、

土坑 11の機能や土坑 20に見られる墓坑の存在

は特異であり、今後の周辺での調査成果を注視

しながら、 考察していく必要があろう。

-1> 

w 

第NJl詳 新免遺跡第 65次調査

↓.可+
N
D

∞ヨ

U可

T.P.+20.8m 

、~ 1 7

1m 

1 灰 ~liW~(IOYR4/2) ンルト o !HfU色(JOYR3/1)憾制粒砂在約20%、にぶい;.;m色(JOYR6/3)

極細粒砂を約 5%台む。際(-o5cm)少鼠古む。

2灰{由民18(1 OYR4/2)極細粒砂。説明!h'iンルト~極制粒砂ブロック古む。

3 にぶい前掲色 (IOYR4/3)制粒砂~極割粒砂。際(-o2cm) 多く古む。

4.!J¥掲色 (IOY1l3/1)シル 卜，基盤附シルトブロ yク(-o 1 cm)微日に古む。粘廿強い。

5. !，u同色 (1日YR3/l- 3/2)ンル ト。且舵府プロソク (-φ1cm)微i立に含む。粘性強い。

6 にぶい此 IU色 (J OYR4/3) シル卜~極制粒砂。 にぶぃ ~I~ 托j 色(J OYR6/3) 樋制粒砂在約

15%古む。

第 33図土坑20 平面・断面図 (1: 20) 
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3. まとめ
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第Vt;1 来rr免追跡第一 66次調査

第V章新免遺跡第 66次調査

1. 調査の経緯

平成 24年 12月 4日、 豊中市玉井町 3丁目 24ー い

24 -2における個人住宅建築にかかる発掘届が提出され、

同年 12月 13日確認調査を実施した結果、良好に遺構が

残存しているこ とが確認された。今回の建築計画により遺

跡の損壊は免れないことから、 事業者と協議の結果、基礎

工事の範囲約 120rrlを対象に、平成 25年 6月 3日から

平成 25年 8月 10日までの期間で発掘調査を実施するこ

ととなった。

2.調査の成果

(1)遺跡の概要

新免遺跡は阪急宝塚線豊中駅の西~南西側一帯に広がる

」ーー一ーー

。 10m 

第 38図調査範囲図
(1 : 300) 

弥生~古墳時代の集落を中心とした遺跡であり、 東西約 800m、南北 400m以 tの規模を有する。

過去に実施された 65件の本発掘調査では、縄文時代早期から近世に至る複合遺跡であることが判

明している。遺跡の盛期は弥生時代中~後期、古墳時代後期の 2時期みられ、なかでも弥生時代中

期集落は竪穴住居 20基以上、方形周溝墓を 20基程度検出しており、 その検出状況から して千里川

流域における中核的な弥生集落(拠点集落) とみられている。

第 39図調査地位置図 (1: 5，000) 
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2.調査の成果

しかしながら、既往の調査の大半は個人住宅新築工事を契機とする小規模調査のため調査面積が

狭小であり、現在市内最多の本発掘調査次数の割には環濠の有無など、弥生時代の拠点集落として

は不明瞭な点が多い。

今回の調査地は千里川の河岸段丘を控えた遺跡西側に位置し、既往の調査により付近では弥生中

~後期、古墳後期ともに遺構が濃密に分布するエリアであることが判明しており、今回の調査地も

同様の成果が見込まれた。

(2)基本層序

当該調査地における基本層序は概ね 3種に大別できる。現地表下の整地士、撹乱士を除くと、直

下に灰黄褐色系の砂質シルトがあり、近世~近代の耕作土と考えられる。当該調査地は、 第 65次

調査同様に旧豊中グラウンド跡地、その後、初期の住宅地として開発された範囲内にあり、その当

時の造成にかかる堆積土も存在したと考えられるが、旧建物の解体時に撹乱されて層序として特定

することができなかった。

また、 第 65次調査同様に黒褐色系のシルトに遺物を包含する層序が認められるが、遺構として

認識できなかっただけで、 自然の営為によるものとは考え難い。古墳時代の開発行為による整地層

と考えることも可能ではあるが、現状では不明である。

基盤層は段丘平坦面に特徴的な黄灰色系のシル ト及び砂磯で構成され、洪積層上部のシル ト層で

ある。ここでも他の段丘平坦面に展開する遺跡群同様、各遺構の深度は概ねこの砂磯上面にとどま

っている。基盤層面は楳高 T.P.+ 20.6m前後である。

(3)検出した遺構と遺物

弥生時代 今回の調査では明確な遺構としては竪穴住居 l棟(竪穴住居 2)を検出した。

現代の撹乱や古墳時代の遺構によって外形が乱され、明瞭ではないが直径 6m弱の円形住居と考

えられる。中央に長径約 1mを測る炉(土坑 2)を備える。炉には南東方向へ伸びる排水溝が付随

し、 直近には床面に直立した状態で粗製の護(第 41図4)が据えられていた。まっすぐ立ち上が

る胴部とゆるやかに外反する口縁部を有し、畿内第W様式期に該当するものと考えられる。他に第

41 1豆13 ・ 5~7 が出土している 。

他にも同時期の遺物が出土しているが、確実に該期の遺構と特定できるものはなかった。SP

20はこの住居の主柱穴の可能性がある。

土器の他に、 第 44図に示すような石器が出土している。第 44図1は竪穴住居3、同 2は竪穴住

居 2、同 3はSP-64、同 4はSP- 104、同5は土坑2、同 6は土坑6からそれぞれ出土した。

古墳時代 今回の調査では、竪穴住居 3棟、掘立柱建物 l棟、溝、土坑等を検出した。

竪穴住居 3は一辺 4m以上の方形住居とみられ、埋土に須恵器を伴わず、 壁溝に直交して間仕切

りとも考えられる溝が検出されている。周辺の調査でも同様の間仕切りを伴う竪穴住居が検出され

ており、 須恵器を伴っていないことから、これらは古墳時代前期に建てられた住居であろうと推定

される。間仕切り部分の検出幅は約 20cm、深度は最も深いところで検出面から約 10cmで、あった。

竪穴住居 lや 4は埋土中出土の須恵器の特徴(第 41図1・2)から 6世紀前半に建てられたもの

38 



O 
O 

O 

O 

o o 
o 

@

¥

、iuノ

』

「

【

』

ib

/

l
i
i
k

℃
i
l
l
A

へG

t
l
i
l
-
-
-

一

川

A
1
1
4ー

F
。

。。。 。
O
，
 

o
o
 。 。

。
OJPと

@ SP-72 

竪穴住居2

。も

l
i
l
t
-

や

Jro

。。 O 

SP-I05 

6l 
m
l
j
 

r

、d

ヤl

6l 

OE 

8l 

E 

し一一一

第 40図調査区平面・断面図 (1: 50) 
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第V章 新免逃跡第 66次調査

1.撹乱 ・整地土

2. 灰t~Q褐色 ( 1 0YR4/2) シル ト (~I:j:1粒砂)。 申 2cm 未満の[僚を多

く含む。耕作土。

3. 黒褐色 (l OYR3/2) シルト(~制11粒砂)。 φ2cm 未満の!際と褐灰

色(J OYR4/ 1 ) シル ト (~割11粒{沙)ブロックを若干含む。 包合間かつ

4.黒褐色 (10YT3/2)シルト。細l療を若干含む。比般的均1'1。泣梢

坦li.支l時の52終堆積物と考えられる。

5. 11音褐色 CIOYR3/3~ 3/4 ) シル ト (~極制11粒砂)。

6 黒褐色 (l OYR3/ 1 ) シル ト(~極細[J粒砂) 。 褐灰色(JOYR41 1) 

シルトブロックとE);ff皇居ブロックを 10%程度含む。SP-82耳11士。

7. ~I.~絹色 ( 10YR3/2 ) シルト(~極細粒l沙) 。 申 5 ~ 20cmの基昔話

府ブロックを 1096程度含む。申2cm以 Fの傑を少量含む。SP-

124出土。

8.褐灰色 (1OYR511 ~ 411) シルト(~位制11粒砂)。 申 5 ~ 10cm 

の4主総屑ブロックを 5%程度合む。申1cm以下の傑を少lE含む。

泌5旦H士。

9 黒褐色(1OYR31 1 ~ 3/2) シルト(~制11粒l沙) 。 組粉i沙を若干含む。

比般的均質。SP-1361型土。

10.黒渇色 (JOYR3/1)シルト。基総府ブロックを 50%以上含む。

SP-1411!J)士。

11.黒褐色 (IOYR3/2) シルト(~刺1/粒砂)。 基盤節ブロックを 30 96

程度合む。SP-144出土。

12.灰黄褐色 (JOYR4/2)~黒褐色 (J OYR3/2) シルト(~出111粒砂)。

組11諜及び」主総j百ブロックを若干含む。SP-I05耳H土。

13.褐灰色 (JOYR4/1)~灰此褐色 ( 10YR4 /2) シル ト 。 制11際をお

干含む。均質。SP耳1)土の可能性あり。

14. 黒何色 (J OYR3/ 1 ) シルト(~極制1/粒砂)。 制11際及び基盤附ブロッ

クを者干含む。SP-113!!日土。柱痕つ

15 . 灰tl~褐色 ( IOYR4 /2) シルト 。 黒褐色 (J OYR3/2 ) シル トブロッ

クを 20%程度含む。SP-113埋土。

1 6. 褐灰色 ( 10YR4!l)シルト(~朝11粒砂)。 灰策褐色 (J OYR4/2)

シル ト及び基鍛!百ブロックを 20%程度含む。粗粒l沙や制111擦を多

く含む。SP-109J:!ll士。

17 黒褐色 (JOYR3/1)シル ト(~制1/粒砂)。 灰色系の砂質土含む。

SP出土か。

1 8 褐灰色 (J OYR411 )~黒褐色(JOYR3/j)シル ト。鼓尚色(IOYR5/6)

シル トブロックを 50%根JJr含む。竪穴住厄i11末fuH世地土。

19.灰貨褐色 (IOYR4/2)~烈褐色 ( 10YR3/2) シル ト 。 比較的制1/

i潔を多く含む。竪穴住居 J1111土。

20.褐灰色(JOYR411)シル ト。竪穴住賠 1i!J:i位。
21 黒褐色 C!OYR311 ) シルト(~制11粒I持) 。 竪穴住居 1 壁hWl1l)土。

22 黒褐色 CIOYR3/2) シル ト (~中粒砂)。 制際と土保片を多く含む。

竪穴住居 21型土。

23. 灰前褐色 ( IOYR4 /2) シル ト (~釧粒砂)。 基盤ì)~ブロックを

10%程度含む。剤11ft徐を含む。竪穴住居 2床而整地土。

24 黒焔色 (JOYR3/2)シル ト。基縦府ブロックを 20%程度含む。

竪穴住居 2壁溝型 t。
25 黒絹色C!OYR3!l)シルト。竪穴住居 2壁i的。
26. 黒褐色 ( 10YR3/2) シルト (~ I:I:I粒I沙) 。 竪穴住居 2 炉からの釧

水mJ:jJl土。

27 . 褐灰色 (J OYR4/1) シルト(~粗粒砂)。 制11磯を多く含む。 竪穴

住居 3強土。

28 褐灰色 (lOYR4/ 1) シル ト (~制 i粒!沙) 。 越線問ブロックを 596

程!支含む。利11深を多く含む。やや粘質。竪穴住居 3埋士。

29 . 褐灰色(JOYR4!l)シルト(~相粒砂) 0 1;~般信iブロックを 40%

程度合む。制11ft療を多く含む。竪穴住居3床[市整地土。

30 褐灰色C!OYR4/ 1 ) シル ト (~粗粒1沙) 。 基錦町jブロックを 40%

程度含む。 制11礁を多く含む。 竪穴住居 3~前。

31.褐灰色 C!OYR5/1~ 4/ 1 ) シルト (~制[J粒I沙) 。 制 11礁を多く含む。

r持I埋土上)F!i。
32.褐灰色 (JOYR4/1)~黒褐色 ( 10YR3/2) シル ト (~制11粒砂) 。

制111潔を多く含む。iNJ1埋土下層。

39・40
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第 41図竪穴住居出土遺物 (1: 3) 
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第 42図土坑出土遺物 (1: 3) 
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2.調査の成果
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第 43図 SP 出土遺物 (1: 3) 
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第44図出土石器 (1 : 1) 
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3 まとめ

とみられ、ともに l辺 5m前後の方形住居である。

その他にも同時期の竪穴住居と考えられる黒褐色系の埋士が分布する範囲が認められたが、遺存

した深度が極めて浅く、住居掘削時に耕起された基底面の痕跡を残すのみで、明瞭な輪郭を特定で

きなかった。

掘立柱建物 lは2間 X2聞の総柱構造で、各柱穴の深度は 20~ 30 cmとぱらつきはあるものの

他遺構の柱穴と比較して深く、倉庫の機能を推定できる。各柱穴の規模は隅丸方形タイプで一辺 60

cm前後で、あり、他の柱穴も平面円・楕円形など多少差異はあるものの同程度の規模であった。掘立

柱建物 lは円形竪穴住居 lや4と併存したものと考えられる。

士坑は様々な規模があるものの、新免遺跡北部や本町遺跡に特徴的な不良品の須恵器を大量廃棄

するような性格のものではなかった。士坑 7は長軸約 2.8m、短軸約1.6mを測る比較的大規模な

もので平坦な底面をもち、南東方向から伸びる溝と併存していた。埋土の下層には須恵器を含まな

いため、古墳時代前期に掘削されたものと考えられるが、臼玉(第 42図 6)が出土するなど特殊

な性格を持つ土坑で、あった可能性が高い。

古代以降 当該調査地周辺は古代以降の遺構が明確に検出されることは少ない。今回の調査でも SP

-50から瓦器椀 (第 43図4)が出土しているが建物を構成するものではなく、 一帯が耕作地とな

っていたと考えられる。

3.まとめ

今回の調査では、第 65次調査や周辺での成果と同様、弥生時代中期の円形住居、 古墳時代前期

から後期にかけての集落の様相について知見を得ることができた。現在までの調査では、たとえば

弥生時代中期の円形住居は遺跡北部に多く検出されていて、今回の円形住居はその分布の南限にな

る可能性がある。今後、各時代の竪穴住居、掘立柱建物の形状や規模、主軸の方向等を面的に検討

することで、遺跡全体に広がる住居、建物の変遷を追え、地形利用や集落の拡大がより詳細にわか

ってくるものと考えられる。
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第VI~ 本IIIJ)自助、第 39次調査

第VI章 本町遺跡第 39次調査

1. 調査の経緯

平成 24年9月 24日、豊中市本町 2丁目 108の

一部における個人住宅建築にかかる発掘届が提出さ

れた。同年 10月 15日、遺跡の存否を確認するた

めの確認調査を実施した結果、 いずれの トレンチか

らも、 地表下 40cm以下において厚さ20cm以上

に及ぶ遺物包含層の存在が確認され、 下部に遺構の

存在も想定された。以上の結果を踏まえ、 今回の基

礎工事では地表下約 80cmの表層地盤改良が予定さ

れていることを勘案し、施主側との協議のもと、遺

跡の損壊が免れない基礎掘削範囲 37.4rrlを対象に、

平成 24年 11月 1日から 12月 4日まで 34日間
第45図調査範囲図 (1: 200) 

5m 

の調査期聞を得て、発掘調査を実施することとなった。なお、調査区の敷地は狭小で残土置き場の

確保が難 しいため、調査区を便宜上東西の 2区に分け、西区終了後、東区の調査にかかるものとした。

2.調査の成果

(1)基本層序

当調査区における基本属序は概ね 4層に大別できる。第 1層は現代の盛土もしくは既存建物解体

第46図調査地位置図 (1: 5，000) 
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2回調査の成果

時の撹乱土である。第 2層は黒褐色シルト~粘土で、層厚は平均 15cmを測り、多くの弥生土器、

須恵器片を含む。 第 3 層は層厚 1 0~20cmで、弥生土器、須恵器を多く含む黒色シル ト~粘土である。

第2層、第3層は、比較的粒子の細かい柔らかい土質であり、際、砂などをほとんど含まず、クロ

ボク様の有機質土壌である。その中に弥生土器と須恵器が混在する。第3層には比較的弥生土器の

混入が多いものの、若干の須恵器が混じる状況から、古墳時代後期の遺構が上部から切り合う状況

も想定された。しかし包含層掘削時および壁面の土層断面の観察からは、明確に遺構の重複を示す

状況は認められなかった。ただ調査区西南部で出土した弥生土器の出土位置が竪穴住居と見られる

壁溝の直上にあることから、これを住居に伴う遺物とみなせば、第 3層の形成後に住居の掘削が行

なわれた可能性も考えられる。いず、れにせよ地山面に貼り付くように微量の須恵器片が出土する状

況も認められ、層序の形成に関する詳細については、周辺部における今後の調査の進展に待ちたい。

(2)遺構面の状況

当調査区を含む通称豊中台地を形成する中位段丘は、段丘礁、砂、シル ト、粘土などの河成堆積

物が層厚数 10cm~数mの層厚をもって繰り返し堆積する。 今回の調査区は、砂を含む浅黄色のシ

ルト~粘土を主体とするが、この地山上面において無数の亀裂(ひび割れ)が観察された。亀裂の

幅は 3~ 10cmで、内部は上部の第3層と同じ黒色シルトで一様に充たされている。亀裂の方向に

規則性はなく、それに固まれた範囲は多くが 5~ 20cm四方で、遺構面全体が細かな亀裂で覆われ

る状況である。深度は 30~ 40cmに達するものもあるが、概ね表面において顕著で、下部に行く

ほど不明瞭になる傾向がある。

亀裂の多さや深度から見る限り、地震由来の液状化にともなう地割れの痕跡である可能性は低い。

また植物の根等による撹乱とも考え難い。ただちに答えは見出しがたいが、検出遺構の希薄さから、

当地点が居住域の縁辺付・近に相当する可能性が高いこと、 当調査区内の地山に高低差が存在するこ

とから、当地点並び、に周辺に一部滞水をともなう低湿な環境が存在した可能性が考えられる。今回

検出した無数の亀裂に関しては、このような地形条件下、滞水と乾燥が繰り返されることにより、

地表面にひび割れが生じ、そこに上部の黒色シルトが流入したという状況を想定しておきたい。

(3)検出した遺構と遺物

今回の調査は小規模な面積にも関わらず、包含層は比較的厚く、出土遺物も多かったのに対し、

検出遺構は非常に少ない。わずかに竪穴住居 1、ピット 3を数えるのみである。その他土坑状に土

質が異なる部分は、いわゆる風倒木や植物の浸食など自然営為にともなうものとみられる。

竪穴住居 調査区の南西部で検出した方形プランを有する住居跡である。全体の規模は不明である

が、検出された壁溝の長さ1.5mを測る。壁溝は11届20cm、検出された深さ 10cm未満で、北東部

で直角に折れ曲がり、コーナーを形成する。東側の壁溝は残存しない。この壁溝の内側から 2基の

ピットを検出した。 SP-lは東西 55cm、南北 47cm、深さ約 10cmで、西に偏して幅 15cmの

柱痕らしき土質の違いを断面で観察した。掘形は掘り込み角度がやや緩やかで、竪穴住居の柱穴と

してはやや規模が大きい。 SP-2はSP-lの南側の壁面直下から検出した。直径 20cm、深さ

16cmで、掘り込みの角度は急である。柱痕は確認できず、士層断面の観察から掘り込み面は第 3
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本IlIJi立跡、第 39次調査
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9 にぶい白色 (2.5Y4/4)1Il' 
10.1;火比比j色 (lOYR5/2)砂|

11にぶい此拡)c!!(JOYR5/4)シルト

12怯j以色 (lOYR4/1)シル トに擦など多く含む。悦札の-;¥刊;

13. !.U怯i色 (7.5Y2/2)シルト~粘1:ににぶい出色 (2.5Y6.3)~む

14.!H色 (7.5YR1.71J)シルト(弥't上総合む)

1 5. 3 、 4 に時以色1&、筏 5cm~、泌の牒多く混じる。 Jjl乱の- r~j

16. j長 ~I~ 色 (25Y7/3) シルト~粘1: (地Jil洪制附)

1 . l:~ 1: にぶい;l~色 (2.5Y4 /4 ) 1Il' 
2，!，1，t民)c!!(7.5YR2/2)ンルト~粘1.: (弥生、 m!l( ~m合む)

3. !.I.t色 (75YR21J)シルト~粘 1: (，泊、'ι 刻!!t (，:~;fむ)

4.J.U祉J色 (JOYR3/1)粘 |

5.8にi也111ブロック合む

6 にぶい民社j色 (JOYR5/4)制.......111粘1&(水、ド !;~I!I! J~i主)

7.6に3、4のプロッヲを合む

8.1UC!! (lOYR4/4)シルト~粘 1:(3、4のプロッウ"む)

平面・断面図 (1: 60) 調査区第47図

層上面の可能性が高い。各々の帰属を明らかにするのは困難だが、検出位置については両ピッ トと

も当住居の主柱穴として問題のない位置にある。

なお、 当住居跡西端部、壁潜直上より土器がまとまって出土した。壁面の土層観察の結果、住居

跡覆土中の土器と見て大過ない位置にある。ただし入念な観察にもかかわらず、住居の掘形を土層

断面で確認することはできなかった。

住居跡西端部の壁溝上より出土した土器群は、須恵器を全く伴わず、弥生時代後期から終末期に
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2.調査の成果
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第48図出土遺物 (1: 4) 

属するもので占められる。確実ではないが、出土位置から当住居跡に伴う可能性が考えられる。

1、2は護の口縁部である。いずれも端部に向かつて大きく外反する。2は口径約 18cmで、端

部外面にやや幅広の鈍い面をなす。 lは口径 13.8cmで、狭い端面をなし、 頚部直下にタタキの痕

跡を認める。色調はいずれも内外ともに樺色 (7.5Y R 7/6)を呈する。3は護の底部である。底

部径 3.5cmで、組いタタキが施され、とくに底部外面は再調整のためのタタキが施される。色調は l、

2と同様で、いずれかと同一個体をなすものと見られる。

SP-3 風倒木痕の横で検出したピットで、直径 26cm、深さ 35cmを測る。中央に直径 15cm

の柱痕とも見られる土質の遠いが認められ、その直下に地山の浅黄色粘土ブ、ロックが検出された。

建物の柱穴とも見られるが、調査区内においてこれと関連する他のピットは検出されていない。

風倒木痕 調査区の北側から検出した風倒木痕と見られるものである。長径 2.5m、短径 1mの半

月型の弧状を呈し、内部は一様に有機質の黒褐色シルトで覆われる。この痕跡は、検出面での輪郭

は比較的明瞭であるが、下部に掘り下げるに従って地山との境界は不明瞭となる。この点が人為的

な遺構と大きく異なる点である。有機質の土質に覆われた部分を掘削したあとの地山の形状を見る

と、東側はやや緩い傾斜であるのに対し、西側は急角度に立ち上がり、下部の黒褐色シルトがさら

に西側の地山中にくい込んでして状況が看取された。第49図の断面図に示した各層は、いずれも

土質、土色ともに載然と区別できるものではなく、漸移的に移行する。また、 通常見られる土坑な

どと異なり、 各層は必ずしも物理的な堆積状況を示さず、層の変わり 目が垂直方向、あるいは同質

の部分が一部枝分かれするような部分も認められた。なお、埋土からの出土遺物は皆無であった。

この風倒木痕の北西側地山面において、やや特異な状況が観察された。風倒木とほぼ、同規模の長

径 2.3m、短径 1mの範囲において周囲よりも地山が約 10cm程度盛り上がり、周縁部に不規則な

起伏が見られたことである。風倒木痕とこの部分の連続的な位置関係から、その生成は本来一体的

に生じたものと理解すべきである。土層の状況とも勘案すると、風倒木痕の位置に生育した樹木が、

何らかの原因で南東方向に倒れた際、根のくい込んだ北西側の地山を下から持ち上げ、地山面を隆

起させた可能性が高い。これと同様な、風倒木痕に付随して周囲の地山に変化が生じている例は、

野畑春日町遺跡第2次調査等でも確認されている。
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また、調査区東側で検出した長径 1.75m、

短径1.15mの不定形土坑も、上の風倒木痕

と比べると地山との境界はやや明瞭である

が、 土色や土質の状況、さらに全く遺物を

ともなわないことから、植物など自然の営

為によるものと推定する。

第 2 層・第 3 層の出土遺物 (第 48 図 4~

11・第 50図) 上記の通り、包含層である

第 2層、第 3層にはともに弥生土器、須恵

器を含む。出土遺物から見る限り、 層位の

上下と時代にはとくに対応関係は認められ

ない。

第 48図4は小形鉢の破片で、復元口径

7.6cm。口縁部は短く屈曲して外反し、体

部外面Lこはかすかに垂直方向のタタキ痕を

残す。5は壷口縁部と見られ、端部は大き

く玉縁状に折り返して肥厚する。6、7は

水平口縁を持つ高杯で、いずれも垂下部を

欠失する。 6は復元口径 20.4cmで、水平

日縁と体部が接する下面に鋭利な工具痕が

連続して見られる。 7は復元口径 20.0cm

を測る。8は底径 3.4cm、10は底径 5.0cm

で、いずれも壷の底部と見られ、外面にミ

ガキが施される。 9は壷か護の底部と見ら

れ、 復元底径 9.6cm、内面は赤褐色で、 2

mm以下の小礁を混じる組い胎土は他の弥生

土器と異なる。底部内面に組いケズリを施

第VI掌本町巡跡第 39次調査

a-a' T.P.+23.40m 

SP-3 

7 

9 

b-b' 

SP-3 

1.黒褐色 (10YR2/2)シルト

2.黒色 (JOYR2/1)シルト

3.浅黄色 (2.5YR7/3)シルト~粘土

T.P.+23.40m 

9 

。
m
i
i
 

風倒木 a-a'

1.黒色(JOYR2!J)シルト(土日日細川微量に含む〕

2.黒褐色 (JOYR3/2)シルト~粘土

3.黒褐色(10YR2/2)シルト~粘土

4.にぶい熊褐色 (10YR4/3)シル ト

5.黒褐色(IOYR3/2)シル ト

6.5と問じ

7.11古褐色 (IOYR3/3)シル ト

8.黒褐色(IOYR2/3)シルト(地山ブロック含む)

?にぶい員削色 (IOYR5/3)シルト

10 にぶいîj~尚色(JOYR4/3) シル ト(地山ブロック合む)
風倒木 b-b'
1.黒色(JOYR 1.7 11)シル ト (0.5cm以 Fの小隊含む)

2.黒色(JOYR211)シルト (0.5cm以下の小際含む)

3 黒色(JOYR 1.7 11)シルト

4.黒褐色 (IOYR2/2)シル ト

5.黒褐色 (IOYR3/2)シル ト

6.褐灰色 (10YR41l)シル ト~上Il褐色(JOYR3/1)シル ト (2cm以 F
の小隊、 1:1-'1際多く 含む)

7 黒色(JOYR2!J)シル ト (1.5cm以下の小1様、中隊わずかに含む)

8.黒色(JOYR 1.7 11)シル ト (3cm以下の小様、中l深わずかに含む)

9.黒色(JOYR2!J)シル トに地山の浅黄色粘土~シルト (5Y717)ブ

ロックを多く合む

第49図風倒木痕断面図 (1: 40) 

すことにより、!ま音別こしては比較的?専く作

られる。外面の稜も鈍く丸底への志向を窺わせることから、庄内式以降に属する可能性も考えられる。

11は底径 3.4cmで、 直径6mmの孔をもっ有孔鉢の底部である。外面には粗いタタキが施される。

須恵器には杯蓋、杯身、高杯IJ#I部、護口縁部、 壷体部、器台脚部の破片がある。第 50図1の杯

蓋は口径 16.8cm、器高 4.75cmで、体部の約4分の 3に回転ヘラケズリが施される。口縁部との稜

は鈍く、口縁端部内面には段を有する。2の杯身は推定口径 12.8cmで、口縁部は内傾し、端部内

面にわずかに段が残る。受部と休部は連続的で上面はほぼ、水平で、ある。3は高杯脚部の破片で、推

定底径 12.8cm、真っ直ぐに開く 11#1の裾部は大きく外反し、端部は肥厚して外面に段をなし装飾性

に富む。透かし孔を有し、外面には非常に細かい樹l描き波状文が施される。4は復元口径 18.2cm、

口縁端部は外側に短く折り曲げている。5は壷の休部で、 最大径 19.4cm、底部付近に回転ヘラケ
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ズリを施し、体部中位には鈍

いながらカキメ調整が施されr ヒー」

3.まとめ

f=r三ミ
6は器台の脚端部で、推

定底径 35.9cm、 4cm上方に

る。

段をっくり、その直下に波状

文を施す。これらの須恵器は、

杯や高杯の特徴から、おおむ

字「ニヤ 一一 一÷ 一一
戸一一一一一一

一4型J¥3 ね桜井谷 2-2・3型式のも

のが大半を占めると考えられ

、一ml
ι一雨可 る。

まとめ3. 
じこ立

0 
と口

今回の調査区は、検出遺出土遺物 (1 : 4) 第 50図

構の希薄さや包含層の状況から、集落範囲の中でも日常生活領域の縁辺部付近に位置する可能性が

高い。とくに弥生土器と須恵器が混在する包含層の形成については、調査区内の微地形、クロボク

様の土質、地山面上の無数の亀裂などから、おそらく調査区の東側には凹所(浅い谷)が存在し、

周囲から土器を含む泥土の供給を受け、かつ植物の繁茂や乾燥を繰り返しながら、徐々に形成され

たものと推定される。

また、今回、きわめて限定的とはいえ竪穴住居の一部を検出できたことは、従前から知られる弥

生時代後期~終末期の集落範囲を明らかにする上で重要な成果である。そして、出土土器に中期の

土器が相当数含まれる点も、 当該期集落の存在を裏付けている。さらに、 6世紀前~中頃の須恵器

の出土は古墳時代後期集落の広がりを示している。上記事故地形の解釈とともに、本町遺跡の実態を

より詳細に究明する上で、今後とも周辺部の調査を注意深く 実施していく必要があろう。
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第四章 確認調査の成果(平成 24年度)

第四章 確認調査の成果 (平成 24年度)

平成 23年度 1月から 3月および平成 24年度 4月から 12月の聞に個人住宅を対象に行なった

確認調査は、 58件を数え、 平成 23年度9件、 平成 24年度 49件という内訳である。このうち、

16件の調査で遺構等が確認され、うち 2件については協議の結果、 曽根遺跡第 12次調査、 新免

遺跡第 66次調査として本格的な発掘調査を行うこととなった。残り 14件については、建物に伴

う基礎掘削が遺構面に達しないことや建物基礎部分の設計変更などから、 本格的な発掘調査を行

うには至っていない。

以下、確認調査の概要について報告する。第 51図に掲載した調査地点位置図の番号および各確

認調査の番号は、 下表の番号に対応する。

第 1表平成24年 (2012年)確認調査一覧表

需号 遺跡名 所住地 調査日 調査原因 詞面f繍t対{orl象} 
虚構:干の

調査後の処置 担当者 備考有費

l 本町泣跡 本町9丁目60ー1，3 20120112 個人住宅建設 47.79 有 再立会後、慎重工事 備悶

2 新免遺跡 玉井町3丁目 153ー11 20120119 個人住宅建設 53.00 無 着工 ~J!i内

3 北条遺跡 北条町3丁目 1881-3 20120119 個人11定住設 55.89 担 .{j工 附内

4 内田遺跡 桜の町 3TR37-8 20120202 個人住宅建設 32.76 有 再立会後、慎重工事 ドli内 基礎技

11.主井谷;官制:群 熊野町4丁日 36-25 20120315 個人1主定ill1& 33.，10 ~ 才t工 怖回

6 羽根遺跡 曽jt，西町3丁目 17-5 20120322 個人住宅!.l!設 59.37 有 本調査(的恨12次) 備悶

7 長興寺遺跡 長興寺北2丁目 27-1，28-2 20120322 個人1主セ!.l!設 46.98 ~~!~ ど}工 |品問

8 徳的遺跡 l服部沼町3丁目 789-6 20120322 個人住CE:!.l!設 83.54 <" ，i"(工 {品問

9 桜尿古1.1¥群 IlnI1I1T65-2 20120322 間人住宅地設 99.65 .'" 活工 楠旺l

10 桜井谷窯跡II宇 上野東3丁目 95-2の一部 20120426 悩人住宅地説 66.57 無 -i':c工 1商III

11 儲塚古漬群 間町34-1，34-2，3'1の一部 20120.126 個人(主主士ll:& 128.86 未 着工 備印 感土内

12 新免遺跡 玉J1'町2丁目 18.1の一部 20120502 個人住宅!.l!設 5，1.00 有 再立会後、慎重工事 陣内 i設計変更

13 本町Tili跡 本町3丁目333-2，336 20120517 個人住宅建設 58.80 生涯 -l~f工 陣内

14 蛍池~t遺跡 蛍池北町 1r目59-7 20120517 個人住宅!.l!設 47.00 無 ~'}工 ~'Ii内
15 岡町北遺跡ー桜塚古漬i洋 岡町北1丁目49-5 20120607 個人住宅地設 35.91 無 着工 柿田

16 館前遺跡 服部位町1丁目21.¥-10 20120607 個人住宅fl!~量 45.i4 無 4f工 情旧

17 新免遺跡 玉井町3丁目 39 20120607 個人住宅!.l!設 67.50 有 再立会後、依亙工事 械回 4基礎浅

18 小曽恨遺跡 北条町3T円129-15 20120614 個人住宅!.l!設 31.01 無 -1i工 織田

19 小切恨遺跡 北条町 l丁目 57-4 20120628 個人住宅地設 67.90 米 お工 楠悶

20 野畑.{f日!日T遺跡 春日 l町3丁目 133の一部 20120628 個人住宅他殺 99.37 未 li'¥Ifl工事 情閉 '"礎技

21 柴原遺跡 刀IH山zr目168-8他 20120712 個人住宅地設 182.18 坐([ ~~Í"工 術 111

22 悩井谷:現跡群 JI!~中町1 丁目 60- 17 20120726 制人住宅雄投 78.93 無 着工 F>'li内

23 桜井谷:%跡群 熊野町」丁目 40-2，3 20120726 個人住吉士tr技 51.71 無 ;{f工 slIi内

24 北条遺跡 北条町 3丁目 1881-3 20120802 個人住主111J設 54.00 知月 lr工 楠悶

25 十長井谷窯跡群 上野西2丁目 402 20120809 個人住宅建設 75.53 無 在工 楠田

26 際術遺跡 j担割1¥':1:町2丁目 77-7 20120809 個人住宅!.l!設 65.52 盤 者工 備田

27 桜塚古境群 1有桜縁1丁目トiの一部 20120816 例人1主主主II設 72.87 岨葺 Jf工 f品田

28 新免遺跡 玉井町2丁目 87-1 20120823 個人住宅建設 64.80 有 再立会後、慎ill:工事 f品問 設計変更

29 桜井谷窯跡群 桜の町21目39-2，3の骨一部 20120823 個人住宅地設 55.18 無 着工 備問

30 熊野田遺跡・桜井谷$跡群 熊野町3丁目 119-2の一部 20120830 個人住宅辿:& 161.85 無 着工 情田

31 島田遺跡 庄内幸町 1丁目81-28 20120830 個人住宅!.l!設 41.27 無 .{1工 備田

32 庄内遺跡 庄内幸町」丁目5Cの一部 20120906 個人{主笠!.l!設 130.43 也到モ 1~Í"工 f品田

33 岡町遺跡ー般塚古噴i洋 中桜尿2丁目 316の一部 20120913 個人住宅illa品 55.76 有 ~f工 f品開 近世

34 E是正1，北遺跡 的jjj南町 1丁目 85-5 20120913 個人住宅!.l!設 73.70 有 者工 楠悶 設計変更

35 l'fr免遺跡 玉到 町2丁目 195-3 20120920 個人住宅地設 72.45 有 再立会後、慎if!工事 附内 基礎技

36 桜塚古1.1¥群 「軒桜塚2丁目 18-¥0、 18-12 2012¥004 個人住'1:'!.l!設 117.65 ~~~ 着工 撤回

37 桜井谷窯跡群 J!t訟中町1丁目印刷、 60-62 20121011 個人住宅辿設 67.58 無 着工 情悶

38 庄内遺跡 庄内西町5丁目6i-2 20121011 個人住宅住投 56.85 瞳 着工 橘回

39 今西氏屋敷・小曽娘遺跡 浜11目415，416-1の一部 20121025 個人住宅!.l!設 162.18 有 ;{j工 f品回 設計変更

40 l'fr免遺跡 玉升町3丁目97-1 20121025 個人住宅辿設 65.5.1 有 再立会後、慎車工事 楠岡 基礎浅

41 新免遺跡 末広町 11目44 20121101 個人住宅建設 63.35 有 着工 liIi聞

42 徳的遺跡 服部西町I丁目872-11 20121101 個人住宅建設 63.35 無 者工 附田

43 新免泣跡 立花町1丁目29-3 20121108 個人住宅!.l!設 56.42 未 者工 備回 基礎技

44 熊野田遺跡 熊野町3丁目26、2i-2 20121¥08 個人住宅也設 75.28 有 着工 f品問 江戸後期以降

45 桜塚古頃群 南桜探1丁目52-14 20121115 個人住宅ill~& 60.48 世t 若工 |薗田

16 柴原遺跡 刀恨1112丁目 132-17 20121122 個人住宅正tr設 66.38 佐 着工 備問

47 北刀根山遺跡 刀|古山フE町71-17 20121122 個人住宅!.l!設 52.99 "<E t'工 1福岡

48 佐原古境鮮 中桜坂2丁目 165-3 20121122 個人住宅建設 108.58 米 -ti:工 備国 基磁波
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49 島田遺跡 庄内栄町3丁目30-15 20121122 個人住宅建設 28.36 無 着工 橘回

50 内田遺跡 桜の町3丁目26-12 20121129 個人住宅建設 47.00 有 着工 橘田 設計変更

51 桜塚古墳群 南桜壕3丁目94-6 20121129 個人住宅建設 36.60 査畏 着工 橘回

52 穂積遺跡 服部豊町1丁目214-9 20121129 個人住宅建設 40.69 査藍 着工 橘田

53 内田遺跡 桜の町3丁目 1-1 20121206 個人住宅建設 26.47 生豆 務ヱ f品目

54 北刀根山遺跡 刀恨山元町88 20121206 個人住宅建設 149.45 有 着工 楠1回 近世以降

55 太鼓塚古墳群 氷楽荘3丁目47-li 20121213 個人住宅建設 127.52 台t 着工 橘回

56 新免遺跡 玉井町3丁目24-1，2 20121213 個人住宅建設 93.39 有 本調査(新免66次) 橘回

57 上津島遺跡 上樟島2丁目 146-6 20121220 個人住宅建設 36.45 蜜豆 着工 橘回

58 桜塚古噴群 中桜康3丁目 155-1 20121227 個人住宅建設 48.70 無 着ム 橘凶
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第四章 確認調査の成果(平成 24年度)
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確認調査 (2012-01 ~ 08) 

2012ー 01 本町遺跡

調査日:平成 24年 (2012年) 1月 12日

調査場所 :豊中市本町9丁目 60ー1，3

調査対象面積:47.79 rri 

調査の方法:重機により トレンチ2か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 105cmにおいて住居祉

壁溝等の遺構をを検出した。

調査後の処置:再立会後、慎重工事を指示。

2012ー 02 新免遺跡

調査日:平成 24年 (2012年) 1月 19日

調査場所:豊中市玉井町3丁目153-11 

調査対象面積:53.00 rri 

調査の方法:重機により トレンチ 1か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(地表下 180cm)内

において、明確な治構 ・遺物等はliiii認され

なかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

2012 -03 北条遺跡

調査日:平成 24年 (2012年) 1月 19日

調査場所:豊中市北条町3丁目1881-3 

調査対象面積:55.89 rri 

調査の方法:重機により トレンチ lか所を掘

削し、ト レンチ内を精査した。

調査の概要.掘削深度(地表下 180cm)内

において、明確な遺構 ・遺物等は雌認され

なかった。

調査後の処置 :Ml認調査後、 着工を指示。

2012ー 04 内田遺跡

調査日:平成 24年 (2012年) 2月2日

調査場所 豊中市桜の/uJ3丁目37-8 

調査対象面積:32.76 rn 
調査の方法:重機により トレンチ lか所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要 :地表下 40cmにおいて基盤層を

検出し、その上面で遺構を確認した。

調査後の処置:建物基礎は遺構検出面に達し

ないため、 再立会後、慎重工事を指示。

第 52図 トレンチ掘削状況

第 54図 トレンチ掘削状況

第 56図 卜レンチ掘削状況

第 58図 トレンチ掘削状況
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2012 -05 桜井谷窯跡群

調査日 :平成 24年 (2012年) 3月 15日

調査場所:豊中市熊野町4丁目 36-25 

調査対象面積:33.40 rri 

調査の方法:重機により筋掘り トレンチ lか

所を掘削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要 ・地表下 160cmにおいて基盤層

を検出したが、遺構 ・遺物等は確認されな

かった。

調査後の処置:確認調査後、 着工を指示。

2012 -06 曽根遺跡

調査日:平成 24年 (2012年) 3月 22日

調査場所:豊中市曽根西IHJ3丁目 17-5 

調査対象面積:59.37 rri 

調査の方法:重機により トレンチ2か所を侃

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:トレンチ lにおいて地表下 40

E日1で、基盤層を、 トレンチ 2において土坑2

基を検出した。

調査後の処置:協議後、発掘調査を行う。
(曽根遺跡第一 12次調査)

2012-07 長興寺遺跡

調査日:平成 24年 (2012年) 3月 22日

調査場所:豊中市長興寺北2丁目
27 -1、28-2 

調査対象面積:46.98 rri 

調査の方法 :重機により トレンチ lか所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要・ 掘削深度(地表下 170cm)内

において、明確な遺構 ・遺物等は確認され

なかった。

調査後の処置:lii伝記調査後、着工を指示。

2012 -08 穂積遺跡

調査日:平成 24年 (2012年) 3月22日

調査場所.豊中市服部西町3丁目 789-6 

調査対象面積 :83.54 rri 

調査の方法・ 重機によりトレンチ lか所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要・ 掘削深度(地表下 170cm) 内

において、明確な遺構 ・遺物等は確認され

なかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

第60図 卜レンチ掘削状況

第62図 卜レンチ掘削状況

第64図 卜レンチ掘削状況

第66図 卜レンチ掘削状況
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確認調査 (2012ー 09~ 16) 

2012 -09 桜塚古墳群

調査日 :平成 24年 (2012年)3月 22日

調査場所:豊中市岡町 65-2 

調査対象面積:99.65 rrl 

調査の方法 重機により筋掘りトレンチ lか

所を掘削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 30cmにおいて基盤層を

検出したが、明確な遺構 ・遺物等は確認さ

れなかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

2012 -10 桜井谷窯跡群

調査日 :平成 24年 (2012年)4月 26日

調査場所 :豊中市上野東3丁目
95 -2の一部

調査対象面積:66.57 rrl 

調査の方法:重機により トレンチ4か所を掘

削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(地表下 80~ 120 cm) 

内において、明確な遺構 ・遺物等は確認さ

れなかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

2012-11 桜塚古墳群

調査日 :平成 24年 (2012年)4月 26日

調査場所:豊中市岡町 34-1.2、34の一部

調査対象面積:128.86 rrl 

調査の方法:重機によりトレンチ 2か所を掘

削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(地表下 20cm)内に

おいて、遺構・遺物等は確認されなかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

2012 -12 新免遺跡

調査日 ・平成 24年 (2012年) 5月2日

調査場所 :豊中市玉井町2丁目 184の一部

調査対象面積:54.00 rrl 

調査の方法:重機によりトレンチ2か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要 :地表下 32cmにおいて造物包含

層を、同 35仁川で、遺構面を検出した。

調査後の処置:建物基礎の設計変更により、

再立会後、慎重工事を指示。

第 68図 卜レンチ掘削状況

第 70図 トレンチ掘削状況

第 72図 トレンチ掘削状況

第 74図 卜レンチ掘削状況
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2012-13 本町遺跡

調査日 .平成 24年 (2012年) 5月 17日

調査場所 :豊中市本町3丁目 333-2、336

調査対象面積:58.80 rri 

調査の方法:重機により トレンチ 2か所を掘

削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 55~ 60 cmにおいて基

盤層を検出したが、遺構 ・遺物等は確認さ

れなかった。

調査後の処置:確認調査後、 着工を指示。

2012 -14 蛍池北遺跡

調査日:平成 24年 (2012年) 5月 17日

調査場所:豊中市蛍池北IUJ1丁目 59ー 7

調査対象面積:47.00 rn 

調査の方法:重機により トレンチ lか所を掘

削し、ト レンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 160~ 165 cmにおいて

基盤層を検出したが、遺構 ・i立物等はliiIfr(2.

されなかった。

調査後の処置:li在認調査後、着工を指示。

2012 -15 岡町北遺跡・桜塚古墳群

調査日:平成 24年 (2012年) 6月71::1

調査場所:豊中市岡町北 1丁目 49-5 

調査対象面積:35.91 rn 

調査の方法:重機により トレンチ Iか所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 30cmにおいて基盤層を

検出したが、明確な遺構 ・遺物等は確認さ

れなかった。

調査後の処置:li'l1i認調査後、着工を指示。

2012 -16 穂積遺跡

調査日 .平成 24年 (2012年) 6月7日

調査場所 .豊中市服部畳間Jl丁目 214- 10 

調査対象面積:45.74rn 

調査の方法:重機により トレンチ2か所を掘

削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(地表下 170cm)内

において、明確な遺構 ・造物等は確認され

なかった。

調査後の処置:確認調査後、 着工を指示。

第四章 fiif認調査の成果(平成 24年度)

第 76図 卜レンチ掘削状況

第 78図 トレンチ掘削状況

第 80図

第 82図 トレンチ掘削状況
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確認調査 (2012ー 17~ 24) 

2012 -17 新免遺跡

調査El:平成 24年 (2012年) 6月7日

調査場所:豊中市玉井町3丁目 39

調査対象面積:67.50 rri 

調査の方法:重機により トレンチ 2か所を掘
図

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 42・48cmにおいて、黒

褐色粘質土層(遺構埋土か)を検出した。
第 84図

調査後の処置:建物基礎は黒褐色粘質土層に

達しないため、再立会後、慎重工事を指示。

2012 -18 小曽根遺跡

調査日:平成 24年 (2012年) 6月 14日

調査場所:豊中市北条町3丁目 129-15 

調査対象面積:31.01 rri 

調査の方法:重機によりト レンチ lか所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度 (地表下 180cm) 内

において、明確な遺構・遺物等は確認され
第 86図

なかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

2012 -19 小曽根遺跡

調査日:平成 24年 (2012年) 6月 28日

調査場所:豊中市北条IUJ1丁目 57-4 

調査対象面積:67.90 rri 

調査の方法:重機によりト レンチ lか所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(地表下 50cm) 内に

おいて、遺構・遺物等は確認されなかった。
第 88図

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

2012-20 野畑春日町遺跡・野畑春日町古墳群

調査白:平成 24年 (2012年) 6月 28日

調査場所:豊中市春日町 3丁目 133の一部

調査対象面積:99.37 rri 

調査の方法:重機によりトレンチ2か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:トレンチ lの地表下 30cmにお

いて焼土塊を検出した。
第 90図

調査後の処置:建物基礎は焼土塊に達しない

ため、確認調査後、慎重工事を指示。
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2012 -21 柴原遺跡

調査日:平成 24年 (2012年)7月 12日

調査場所:豊中市刀根山 2丁目 168-8他

調査対象面積:182.18 rrI 

調査の方法:重機により トレンチ2か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 20・40cmにおいて基盤

層を検出したが、遺構 ・遺物等は確認され

なかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

2012 - 22 桜井谷窯跡群

調査日:平成 24年 (2012年) 7月 26日

調査場所:豊中市東豊中町 1丁目 60ー 17

調査対象面積:78.93 rri 

調査の方法:重機により筋掘り トレンチ Iか

所を掘削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要 :地表下 110cmにおいて基盤層

を検出したが、 窯跡関連の遺構・遺物等は

確認されなかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

2012 -23 桜井谷窯跡群

調査日:平成 24年 (2012年) 7月 26日

調査場所 :豊中市熊野町4丁目 40-2，3 

調査対象面積:51.71 rri 

調査の方法:重機により筋掘りトレンチ lか

所を掘削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 90cmにおいて基盤層を

検出したが、 窯跡関連の遺構 ・造物等は確

認されなかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

2012 -24 北条遺跡

調査日:平成 24年 (2012年) 8月2日

調査場所:豊中市北条町3丁目 1881-3 

調査対象面積:54.00 rri 

調査の方法:重機により トレンチ lか所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(地表下 210cm)内

において、明確な遺構 ・造物等は確認され

なかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

第l岨章 確認調査の成果(平成 24年度)
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確認調査 (2012-25 ~ 32) 

2012 -25 桜井谷窯跡群

調査日:平成 24年 (2012年) 8月9日

調査場所:豊中市上野西2丁目 402

調査対象面積:75.53 rrl 

調査の方法:重機によりト レンチ2か所を掘

削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(地表下 130cm) 内

において、明確な遺構 ・遺物等は確認され

なかった。

調査後の処置:確認調査後、着工そ指示。

2012 -26 穂積遺跡

調査日:平成 24年 (2012年) 8月9日

調査場所 :豊中市服部豊町2丁目77ー 7

調査対象面積 :65.52 rrl 

調査の方法:重機により トレンチ 1か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(地表下 170cm)内

において、明確な遺構 ・造物等は確認され

なかった。

調査後の処置 :確認調査後、 着工を指示。

2012 -27 桜塚古墳群

調査日:平成24年 (2012年) 8月 16日

調査場所:豊中市南桜塚 l丁目
1 - 1の一部

調査対象面積:72.87 rrl 

調査の方法 :重機により筋掘りトレンチ2か

所を掘削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 80cmにおいて基盤層を

検出したが、明確な遺構 ・遺物等は確認さ

れなかった。

調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。

2012 -28 新免遺跡

調査日 :平成 24年 (2012年) 8月23日

調査場所 :豊中市玉井町2丁目 87ー l

調査対象面積:64.80 rrl 

調査の方法 :重機によりトレンチ2か所を掘

削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要:ト レンチ 2において地表下 30

~ 50cmで、溝状遺構を検出した。

調査後の処置 :建物基礎の設計変更により、

再立会後、慎重工事を指示。

第 100図 トレンチ掘削状況

第 102図 卜レンチ掘削状況

斗d
第 104図 トレンチ掘削状況

第 106図 トレンチ掘削状況
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2012 -29 桜井谷窯跡群

調査日:平成 24年 (2012年) 8月 23日

調査場所:豊中市桜のIIIJ2丁目
39 -2，3の各一部

調査対象面積:55.18111 

調査の方法:重機によりトレンチ2か所を侃

削し、ト レンチ内を精査した。

調査の慨要:地表下 15cmにおいて基盤層を

検出したが、明確な遺構 .ill物等は確認さ

れなかった。

調査後の処置:確認調査後、 着工を指示。

第四章 確認調査の成果 (平成 24年度)

第 108図 卜レンチ掘削状況

2012 -30 熊野田遺跡・桜井谷窯跡群

調査日:平成 24年 (2012年) 8 }=l 30日

調査場所:豊中市熊野町3丁目
119 -2の一部

調査対象面積:161.85 ni 

調査の方法 :重機によりトレンチ2か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 220cmにおいて基盤層

を検出したが、 JIJ椛 .i立物等は確認されな

かった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

2012 -31 島田遺跡

調査日:平成 24年 (2012年) 8月 301::1

調査場所:豊中市庄内幸町 1丁目 81-28 

調査対象面積 :41.27111

調査の方法:重機によりトレンチ 1か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度 (地表 下150cm)内

において、明確な造機 ・辿物等は確認され

なかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

2012 -32 庄内遺跡

調査日.平成 24年 (2012年) 9月61::1

調査場所:豊中市庄内幸町4丁目 50の一部

調査対象面積:130.43 ni 

調査の方法:重機により トレンチ 2か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度 (地表下 170cm)内

において、明隊な遺構・造物等は!確認され

なかった。

調査後の処置:確認調査後、 着工を指示。

第 110図 トレンチ掘削状況

第 112図 卜レンチ掘削状況

第 114図 卜レンチ掘削状況
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確認調査 (2012-33 ~ 40) 

2012 -33 岡町遺跡・桜塚古墳群

調査日:平成 24年 (2012年) 9月 13日

調査場所:豊中市中桜塚2丁目 316の一部

調査対象面積:55.76 rrl 

調査の方法:重機により筋掘りトレンチ lか

所を掘削し、トレンチ内を精査 した。

調査の槻要:地表下 50cmにおいて土坑2基

を検出した。

調査後の処置・ 遺構は近世の可能性が高いこ

とから、確認調査後、 着工を指示。

2012-34 豊島北遺跡

調査日:平成 24年 (2012年) 9月 13日

調査場所:豊中市曽根南町 1丁目 85-5 

調査対象面積:73.70 rrl 

調査の方法:重機によりトレンチ2か所を掘

削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 125cmにおいて、各ト

レンチで遺構を検出した。

調査後の処置:建物基礎の設計変更により、

確認調査後、 着工を指示。

2012-35 新免遺跡

調査日:平成 24年 (2012年)9月 20EI 

調査場所:豊中市玉井町2丁目 195-3 

調査対象面積:72.45 rrl 

調査の方法:重機によりトレンチ 2か所を掘

削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要:ト レンチ 2において地表下 28

cmで遺物包含層を、同 36cmの基盤層上面

で遺構を検出した。

調査後の処置:建物基礎は遺物包含層に達し

ないため、再立会後、慎重工事を指示。

2012 -36 桜塚古墳群

調査日:平成 24年 (2012年)10月4日

調査場所:豊中市南桜塚2丁目 18ー 10，12

調査対象面積:117.65 I近

調査の方法:重機により筋掘り トレンチ3か

所を招削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 20cmにおいて基盤層を

検出したが、明確な遺構・遺物等は確認さ

れなかった。

調査後の処置:確認調査後、 着工を指示。

第 116図 卜レンチ掘削状況

第 118図 卜レンチ掘削状況

第 120図 卜レンチ掘削状況

第 122図 トレンチ掘削状況
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2012-37 桜井谷窯跡群

調査日:平成 24年 (2012年) 10月 11日

調査場所:豊中市東豊中町 l丁目
60-61.62 

調査対象面積:67.58 rrl 

調査の方法:重機により坪煽り ・筋掘りトレ

ンチ各 lか所を掘削し、 トレンチ内を精査

した。

調査の概要:掘削深度 (地表下 60・120cm) 

内において、明確な遺構 ・逃物等は確認さ

れなかった。

調査後の処置:確認調査後、 着工を指示。

2012 -38 庄内遺跡

調査日:平成 24年 (2012年)10月 11日

調査場所 :豊中市庄内西11可5丁目67-2 

調査対象面積:56.85 rrl 

調査の方法 重機により トレンチ lか所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要 :掘削深度 (地表下 130cm)内

において、明確な遺構・遺物等は確認され

なかった。

調査後の処置:確認調査後、 着工を指示。

2012 -39今西氏屋敷・小曽根遺跡

調査日:平成 24年 (2012年) 10月 25日

調査場所 :豊中市浜 1丁目
415.416 -1の一部

調査対象面積:162.18 rrl 

調査の方法:重機により トレンチ 2か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:ト レンチ 1・2において巡構 (中

世~江戸時代)を検出した。

調査後の処置:建物基礎の設計変更により、

再立会後、慎重工事を指示。

2012 -40 新免遺跡

調査日:平成 24年 (2012年)10月 25日

調査場所:豊中市玉井IIIJ3丁目97-1 

調査対象面積・ 65.54r汁

調査の方法:重機によりトレンチ2か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要 :トレンチ 2において地表下 40

cmで、土坑の可能性があるJH椛を検出した。

調査後の処置:建物基礎は巡椛面に達しない

ため、再立会後、慎重工事を指示。

第四章 確認調査の成果(平成 24年度)

第124図 卜レンチ掘削状況

第126図 トレンチ掘削状況
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確認調査 (2012~ 41 ~ 48) 

2012 -41 新免遺跡

調査日:平成 24年 (2012年)11月1日

調査場所:登中市末広町 1丁目44

調査対象面積:63.35 rrl 

調査の方法:重機により坪掘り・筋掘りトレ

ンチ各 Iか所を掘削し、トレンチ内を精査

した。

調査の概要:地表下 35cmにおいて古墳周濠

或いは水路の可能性がある溝を検出した。

調査後の処置:遺物の出土がなかったため、

確認調査後、 着工を指示。

2012 -42 穂積遺跡

調査日:平成 24年 (2012年)11月1日

調査場所:豊中市服部西町 1丁目 872ー 11

調査対象面積:63.35 rrl 

調査の方法:重機により トレンチ 1か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要 :掘削深度(地表下 150cm) 内

において、明確な遺構・遺物等は確認され

なかった。

調査後の処置:路認調査後、 着工を指示。

2012 -43 新免遺跡

調査日:平成 24年 (2012年) 11月8日

調査場所:豊中市立花町 1丁目 29~ 3 

調査対象面積:56.42 rrl 

調査の方法:重機によりトレンチ2か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(地表下 40cm) 内に

おいて、遺構・遺物等は確認されなかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

2012 -44 熊野田遺跡

調査日:平成 24年 (2012年)11月8日

調査場所:豊中市熊野町3丁目 26、27~ 2 

調査対象面積:75.28 rrl 

調査の方法:重機によりトレンチ3か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:トレンチ 1・2・3において江

戸時代後期以降の遺構を検出した。

調査後の処置:江戸時代前期に遡る遺物等が

ないことから、確認調査後、 着工を指示。

第 132図 トレンチ掘削状況

第 134図 卜レンチ掘削状況
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2012 -45 桜塚古墳群

調査日 :平成 24年 (2012年) 11月 15日

調査場所:豊中市南桜塚 1丁目52-14 

調査対象面積:60.48 ni 

調査の方法:重機により筋掘り トレンチ lか

所を掘削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要 :地表下 25cmにおいて基盤層を

検出したが、明確な遺構 ・遺物等は確認さ

れなかった。

調査後の処置:確認調査後、 着工を指示。

2012 -46 柴原遺跡

調査日 :平成 24年 (2012年)11月 22日

調査場所 :豊中市万根山 2丁目 132-17 

調査対象面積:66.38 rrl 

調査の方法:重機によりトレンチ 2か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(地表下 160cm)内

において、明確な遺構・遺物等は確認され

なかった。

調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。

2012 -47 北刀根山遺跡

調査日:平成 24年 (2012年)11月 22日

調査場所:豊中市万根山元町71-17 

調査対象面積:52.99 ni 

調査の方法:重機によりトレンチ2か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:ト レンチ 2において地表下 15

cmで、基盤層を検出したが、遺構 ・造物等は

縦認されなかった。

調査後の処置:確認調査後、 着工を指示。

2012 -48 桜塚古墳群

調査日:平成 24年 (2012年) 11月22日

調査場所:豊中市中桜塚2丁目 165-3 

調査対象面積:108.58 ni 

調査の方法:重機により トレンチ2か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の槻要 :掘削深度(地表下 30・50cm) 

内において、明確な遺構 ・造物等は!i在認さ

れなかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

第140図 トレンチ掘削状況

第142図 卜レンチ掘削状況

第144図 卜レンチ掘削状況

第146図 卜レンチ掘削状況
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確認調査 (2012-49 ~ 56) 

2012 -49 島田遺跡

調査日:平成 24年 (2012年) 11月 22日

調査場所:豊中市庄内栄町3丁目 30-15 

調査対象面積:28.36 rrl 

調査の方法:重機によりト レンチ lか所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(地表下 160cm)内

において、明確な遺構・ 遺物等は確認され

なかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

2012 -50 内田遺跡

調査日:平成 24年 (2012年) 11月 29日

調査場所:豊中市桜の町3丁目 26-12 

調査対象面積:47.00 rrl 

調査の方法:重機により トレンチ2か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:トレンチ Iにおいて土坑 l基を

検出した。

調査後の処置:建物基礎の設計変更により、

i確認調査後、着工を指示。

2012 -51 桜塚古墳群

調査日:平成 24年 (2012年) 11月 29日

調査場所 :豊中市南桜塚3丁目 94-6 

調査対象面積:36.60 rrl 

調査の方法:重機により トレンチ 2か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 20cmにおいて基盤層を

検出したが、明確な遺構・遺物等は確認さ

れなかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

2012 -52 穂積遺跡

調査日:平成 24年 (2012年) 11月 29日

調査場所:豊中市服部豊町 1丁目 214-9 

調査対象面積:40.69 rrl 

調査の方法:重機によりトレンチ 1か所を掘

削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度 (地表下 160cm)内

において、明確な遺構・遺物等は確認され

なかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

第 148図 トレンチ掘削状況
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第 154図 卜レンチ掘削状況
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2012 -53 内田遺跡

調査日:平成 24年 (2012年)12月6日

調査場所:豊中市桜の町 3丁目 1ー l

調査対象面積:26.47 ni 

調査の方法 :重機により トレンチ lか所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要 :地表下 40cmにおいて基盤層を

検出したが、明確な遺構 ・造物等は確認さ

れなかった。

調査後の処置:確認調査後、 着工を指示。

2012 -54 北万根山遺跡

調査日:平成 24年 (2012年)12月6日

調査場所 :豊中市万根山元町 88

調査対象面積:149.45 ni 

調査の方法・ 重機によりトレンチ2か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:ト レンチ 2において地表下 40

cmで、近世以降のヂ|戸と思われる土坑を検

出した。

調査後の処置:土坑以外に遺構及び遺物等が

ないため、線認調査後、 着工を指示。

2012-55 太鼓塚古墳群

調査日 :平成24年 (2012年)12月 13日

調査場所・ 豊中市永楽荘3丁目 47-17 

調査対象面積:127.52 ni 

調査の方法:重機により筋掘りトレンチ2か

所を掘削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 50・70cmにおいて基盤

層を検出したが、遺構 ・遺物等は確認され

なかった。

調査後の処置:確認調査後、 着工を指示。

2012 -56 新免遺跡

調査日 .平成 24年 (2012年)12月 13日

調査場所 :豊中市玉井町3丁目 24-1.2 

調査対象面積:93.39 ni 

調査の方法:重機によりトレンチ2か所を偲

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:トレンチ 2において地表下 45

cmで、柱穴等の遺構を検出した。

調査後の処置:協議後、発掘調査を行う。
(新免遺跡第 66次調査)

第156図 トレンチ掘削状況

第158図 卜レンチ掘削状況

第160図 卜レンチ掘削状況

第162図 卜レンチ掘削状況
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確認調査 (2012-57 ~ 58) 

2012 -57 上津島遺跡

調査日:平成 24年 (2012年) 12月20日

調査場所:豊中市上津島2丁目 146-6 

調査対象面積:36.45 rri 

調査の方法:重機によりトレンチ lか所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度 (地表下 190cm)内

において、明確な遺構・遺物等は確認され

なかった。

調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。

2012 -58 桜塚古墳群

調査日:平成 24年 (2012年) 12月27日

調査場所:豊中市中桜塚3丁目 155ー l

調査対象面積:48.70 rri 

調査の方法 :重機により筋掘りトレンチ 1か

所を掘削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 20cmにおいて基盤層を

検出したが、明確な遺構・遺物等は確認さ

れなかった。

調査後の処置:li臼君調査後、着工を指示。

第 164図 卜レンチ掘削状況

第 166図 卜レンチ掘削状況
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第四章 確認調査の成果(平成 25年度)

第四章確認調査の成果(平成 25年度)

平成 24年度 1月から 3月および平成 25年度 4月から 12月の聞に個人住宅を対象に行なった

確認調査は、 35件を数え、平成 24年度 9件、平成 25年度 26件という内訳である。このうち、

8件の調査で遺構等が確認され、うち l件については協議の結果、新免遺跡第 71次調査として本

格的な発掘調査を行うこととなった。残り 7{tlニについては、建物に伴う 基礎掘削が遺構面に達 し

ないことや建物基礎部分の設計変更などから、本格的な発掘調査を行うには至っていなし、。

以下、確認調査の概要について報告する。第 168図に掲載した調査地点位置図の番号および各

確認調査の番号は、下表の番号に対応する。

第2表平成 25年 (2013年)確認調査一覧表

番号 泣跡名 所在地 調査日 調査原因
調査対級 遺構'"の 調査後の処置 担当者 備考面摘，，，;， 手.. 

l 砲m遺跡 服部寿町 2丁目 742-49 20130110 個人住宅建設 61.00 4<1， 着工 揃回

2 岡I!lT逃跡・桜塚古境併 中桜主主2丁目的 1，自9-2 20130124 個人住宅建設 95.42 有 再立会後、慎重工事 陣内 基礎技

3 木町遺跡 本町9丁目 170-3の一部，170-4 20130221 個人住宅建設 47.82 有 再立会後、(真[(工事 橘回 設計変更

4 新免遺跡 立花町 l丁目 149-4他3$ 20130228 個人住宅建設 81.15 有 再立会後、慎重工事 橘田 設計変更

5 曽恨遺跡 首恨西町3丁目 21-30 20130228 個人住宅建設 57.35 育普 Kf工 t両国

6 熊野田遺跡 熊野町4丁目 29-6 20130314 個人住宅建設 85.60 来 着工 橘田 盛土内

7 桜チ1谷然跡群 東豊中町3丁目 147 2013031'1 個人住宅建設 77.69 未 お工 橘悶 盛土内

B 桜啄古墳1lt 中桜塚2丁目 77-2，77-4 20130328 個人住宅建設 33.95 古里 着工 橘回

日山/上遺跡 宝山町 79-'1 20130328 個人住宅建設 53.97 有 再立会後、慎重工事 橘悶 基礎淡

10 桜井谷窯跡群 nu立中間T1丁目1'12-2 20130509 個人住宅建設 78.36 知そ 着工 備閏

11 本町遺跡 本町4丁目89-2 20130509 個人住宅建設 35.40 有 再立会後、慎重工事 橘田 設計変更

12 太鼓塚古1m洋 7K楽荘2丁目 262-2 20130530 個人住宅建設 49.24 無 着工 1前回

13 新免遺跡 主井町2丁目87-5 20130606 個人住宅建設 59.20 米 着工 ~jlj内 ~~土内

14 桜塚古頃1咋・岡町北遺跡 岡町北1丁目 51-4の一部 20130613 個人住宅建設 51.12 省" 着工 巨lif人I

15 本町遺跡 本町4丁目 70~，1の一部 20130620 個人住宅建設 46.99 11廷 ，u<工 陣内

16 下原窯跡l咋 中桜塚5丁目9-15 20130620 個人住宅建設 30.00 無 着工 陣内

17 新免遺跡 玉月 1!lT3l目95-3の一部 20130620 個人住宅建設 72.90 無 ~(工 陣内

18 tE嫁古If¥群 雨桜塚3丁目9'1-8 20130711 個人住宅建設 50.35 世E 再立会後、依重工事 橘閏 基礎技

19 桜井谷;"跡lfl' 上野西2丁目487-1 20130718 個人住宅建設 55.24 未 ;(I"工 橘回 盛土内

20 本町遺跡 本町4丁目 70-5 20130718 個人住宅建設 43.51 来 活f工 備問 盛土内

21 小曽恨遺跡 jt条町1下回43-13 20130725 個人住宅建設 83.71 無 者工 橘回

22 徳町i遺跡 服部南町3丁目 15-'1 20130808 個人住宅建設 4'1.51 有 再立会後、慎重工事 行両国 基礎浅

23 曽恨遺跡 曽根西町3丁目 193 20130905 個人住宅建設 78.10 無 着工 陣内

211 熊野田遺跡 熊野町3丁目 73-16 20130912 個人住宅建設 33.13 実t 者工 楠田

25 庄内遺跡 庄内西町 5丁目 51-10，11の各一部 2013口912 個人住宅建設 79.25 壷11 着工 橘田

26 山/上遺跡 立花町2丁目 117，117-2の各部 20130926 個人住宅建設 84.68 7理 者工 清水

27 l!g積遺跡 服部南町3丁目 46-18 20131日03 個人住宅建設 49.68 実\~ 者工 橘回

28 本町遺跡 本町9丁目 24-3 20131010 個人住宅建設 33.54 米 者工 楠田 盛土内

29 新免泣跡 玉井町2丁目 184-5 20131010 個人住宅建設 95.30 有 本制査(新免71次) 楠田

30 太鼓尿古墳m: 7)く楽荘3丁目 84-8，9 20131017 個人住宅建設 63.31 無 着工 橘回

31 十五井谷f草跡群 上野!l'3丁目 53'1-1 20131031 個人住宅建設 96.23 無 着工 陣内

32 佳品北i立跡 曽恨南町1丁目87-13の一部、 88-9 20131107 個人住宅建設 54.60 有 着工 J楠田 河川跡のみ

33 51j悶遺跡、 庄内栄町3丁目 44-26 20131128 個人住宅建設 30.76 ." 着工 橘田

34 桜井谷~跡群 上野東3丁目 534-2 20131205 個人住宅建設 82.16 来 着工 橘悶 盛土内

35 新免遺跡、 玉井町2丁目 211-2 20131226 個人住宅建設 42.37 無 再立会後、慎重工事 陣内
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確認調査 (2013- 01 - 04) 
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2013 -01 穂積遺跡

調査日:平成 25年 (2013年) 1月 10日

調査場所:豊中市服部寿111]'2丁目 742-49 

調査対象面積 :61.00 ni 

調査の方法:重機によ りトレンチ lか所を侃

削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(地表下 180cm)内

において、明確な辿構 ・巡物等はI確認され

なかった。

調査後の処置:I稼認調査後、着工を指示。

2013 -02 岡町遺跡・桜塚古墳群

調査日:平成 25年 (2013年) 1月 241=1

調査場所:豊中市中桜塚2丁目 89- 1，2 

調査対象面積 ・95.42ni 

調査の方法:重機により筋掘りトレンチ lか

所を掘削し、ト レンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 35cmにおいて基線屈を

検出し、その上回で遺構(土坑又はピッ ト)

を確認した。

調査後の処置:建物基礎は巡桃而に達しない

ため、再立会後、慎重工事を指示。

2013 -03 本町遺跡

調査日:平成 25年 (2013年)ZJ=J 21日

調査場所 :i豊中市本IIIT9丁目

170 -3の一部、 170-4 

調査対象面積 :47.82 ni 

調査の方法・ 重機により トレンチ lか所を掘

ililJし、 トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 30cmにおいて柱穴 l基

を検出した。

調査後の処置:建物基礎の設計変更により、

再立会後、慎重工事を指示。

2013 -04 新免遺跡

調査日・ 平成 25年 (2013年) 2月 28日

調査場所:豊中市立花町 1丁目

149 - 4 イ山 3 ~在

調査対象面積:81.15 nl 

調査の方法:重機によりトレンチ 2か所を掘

削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要:ト レンチ 2において地表ド 40

cmで、ru構面を検出した。

調査後の処置:建物基礎の設計変更により 、

再立会後、慎重工事を指示。

第169図 卜レンチ掘削状況

第171図 卜レンチ掘削状況

第173図 トレンチ掘削状況

第175図 卜レンチ掘削状況
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確認調査 (2013一05~ 12) 

2013 -05 曽根遺跡

調査日:平成 25年 (2013年) 2月 28日

調査場所:豊中市曽根西町3丁目 21-30 

調査対象面積:57.35 rrl 

調査の方法:重機により トレンチ3か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(地表下 50cm) 内に

おいて、遺構・遺物等は確認されなかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

2013 -06 熊野田遺跡

調査日:平成 25年 (2013年) 3月 14日

調査場所:豊中市熊野町4丁目 29-6 

調査対象面積:85.60 rrl 

調査の方法:重機により トレンチ2か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(地表下 140cm) 内

において、明確な遺構 ・遺物等は確認され

なかった。

調査後の処置:確認調査後、 着工を指示。

2013 -07 桜井谷窯跡群

調査日:平成 25年 (2013年) 3月 14日

調査場所: 顎中市東製~~III/J 3丁目 147

調査対象面積:77.69 rrl 

調査の方法:重機により トレンチ 2か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(地表下 100・140cm) 

内において、明確な遺構・遺物等は確認さ

れなかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

2013 -08 桜塚古墳群

調査日:平成 25年 (2013年) 3月 28日

調査場所:豊中市中桜塚2丁目 77-2，4 

調査対象面積:33.95 rrl 

調査の方法:重機により トレンチ 2かf¥rrを掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 40・45cmにおいて基盤

層を検出したが、遺構・遺物等は確認され

なかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

第 177図 卜レンチ掘削状況

第 179図 トレンチ掘削状況

第 181図 卜レンチ掘削状況

第 183図 トレンチ掘削状況
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2013 -09 山ノ上遺跡

調査日:平成 25年 (2013年) 3月28日

調査場所:豊中市宝山111]"79 -4 

調査対象面積:53.97 rrl 

調査の方法 :重機によりトレンチ2か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要 :地表下 30・40cmにおいて辿物

包含庖を検出した。

調査後の処置・ 建物基礎は造物包含沼に達し

ないため、再立会後、慎重工事を指示。

2013 -10 桜井谷窯跡群

調査日:平成 25年 (2013年) 5月9日

調査場所:豊中市東豊中町 l丁目 142-2 

調査対象面積:78.36 rrl 

調査の方法:重機によりトレンチ 2か所を掘

削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要 :掘削深度(地表下 240cm)内

において、明確な巡梢 ・遺物等は確認され

なかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

2013 -11 本町遺跡

調査日:平成 25年 (2013年) 5月91':1

調査場所:豊中市本111]"4丁目 89-2 

調査対象面積:35.40 rrl 

調査の方法 :重機によりトレンチ lか所を掘

削し、 トレンチ内を精査した。

調査の*~要: 地表下 1 10 cmにおいて巡物包

含J冒J~を、同 1 25 CI1lにおいて基線j毘を検

出し、その上面で柱穴を1確認した。

調査後の処置:建物基礎の設計変更により、

再立会後、慎重工事を指示。

2013-12 太鼓塚古墳群

調査日 :平成 25年 (2013年) 5月30日

調査場所・ 豊中市永楽荘2丁目 262-2 

調査対象面積:49.24 rrl 

調査の方法:重機により トレンチ 2か所を掠i

削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 10CI1lにおいて基盤j習を

検出したが、明確な辿桃 ・造物等は確認さ

れなかった。

調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。

第Y田章 l確認調査の成果(王F成 25年度)
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第 185図 卜レンチ掘削状況

第 187図 卜レンチ掘削状況

第 189図 卜レンチ掘削状況

第 191図 卜レンチ掘削状況
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第 188図 トレンチ断面図

G.L一一一一一一一一一

一一一ーゴ一一一一
ーー烹一ー一一一一市ヶー

1 磁 1
2. !.I.\~ø.柏町 i

(迫円合む)

円
トレンチ平面図

1m 
! ゴ

第 190図 卜レンチ断面図
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第 192図 トレンチ断面図



確認調査 (2013ーl3~ 20) 

筋掘りトレンチ 1・2
G.L 

50cm ? 由L

新免遺跡

調査日:平成 25年 (2013年) 6月6日

2013 -13 

調査場所:豊中市玉井町2丁目87-5 

調査対象面積:59.20 rrl 

調査の方法:重機により筋掘り トレンチ2か

所を掘削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(地表下 45cm)内に

卜レンチ断面図第 194図卜レンチ掘削状況第 193図
おいて、遺構・遺物等は確認されなかった。

調査後の処置:確認調査後、 着工を指示。

筋掘り卜レンチ

一一ーで次一一 伏

2 

SOcm 
1 盛 1
2. iu色ンルト

岡町北遺跡・桜塚古墳群

調査日:平成 25年 (2013年) 6月 13日

2013 -14 

調査場所:豊中市岡町北 1丁目
51 -4の一部

調査対象面積:51.12 rrl 

調査の方法:重機により筋掘り トレンチ 1か

所を掘削し、トレンチ内を精査した。

F二叫
JIj';批‘え' 、l- ，，:-1':-

第 195図 トレンチ掘削状況

調査の概要:地表下 40cmにおいて基盤層を

卜レンチ断面図第 196図検出したが、明確な遺構・遺物等は確認さ

れなかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

1 俳E
2 慌土
3 灰色極細粒砂

4. 'tI~色シルト一ー一
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一一τて一一一一一一一方寸一一
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。』一一三jm

本町遺跡

調査日:平成 25年 (2013年) 6月 20日

2013-15 

調査場所:豊中市本町4丁目 70-4の一部

調査の方法:重機により トレンチ 2か所を掘

調査対象面積:46.99 rrl 

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 55cmにおいて基盤層を

検出したが、明確な遺構・遺物等は確認さ
トレンチ断面図第 198図卜レンチ掘削状況第 197図

れなかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

G.L一一一一一一一一一一一一一
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2. !l~上
3 灰色ンルト
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デ
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1m 
~ 

下原窯跡群

調査日.平成 25年 (2013年) 6月 20日

2013 -16 

調査場所:豊中市中桜塚5丁目 9- 15 

調査の方法:重機によりトレンチ lか所を掘

調査対象面積:30.00 rrl 

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(地表下 180cm) 内

トレンチ断面図第 200図卜レンチ掘削状況第 199図
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において、明確な遺構・遺物等は確認され

なかった。

調査後の処置.確認調査後、 着工を指示。



2013-17 新免遺跡

調査日:平成 25年 (2013年)6月 20日

調査場所:豊中市玉井IEJ3丁目

95 -3の一部

調査対象面積 :72.90 rrl 

調査の方法 :重機により トレンチ2か所を掘

ì~IJ し、トレンチ内を精査した。

調査の概要 :地表下 41~ 45 cmにおいて基

盤層を検出したが、遺構・遺物等は確認さ

れなかった。

調査後の処置 :確認調査後、 着工を指示。

2013 -18 桜塚古墳群

調査日:平成 25年 (2013年)7月 11日

調査場所:豊中市南桜塚3丁目 94-8 

調査対象面積 :50.35 rrl 

調査の方法 :重機により筋掘りトレンチ lか

所を掘削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 27cmにおいて基熔盾を

検出したが、明確な遺構 ・遺物等は確認さ

れなかった。

調査後の処置 :再立会後、慎重工事を指示。

2013ー 19 桜井谷窯跡群

調査日:平成 25年 (2013年)7月 18日

調査場所:豊中市上野西2丁目 487-1 

調査対象面積 :55.24 rrl 

調査の方法 :重機によりトレンチ2か所を掘

ì~1jし、トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(地表下 30・60cm) 

内において、明確な遺構 ・造物等は確認さ

れなかった。

調査後の処置 :確認調査後、 着工を指示。

2013 -20 本町遺跡

調査日:平成 25年 (2013年)7月 18日

調査場所:豊中市本IIIJ4丁目70-5 

調査対象面積:43.51 r首

調査の方法 ・重機によりトレンチ 2か所を煽

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘rilJ深度(地表下 50cm)内に

おいて、遺構・造物等は確認されなかった。

調査後の処置 :li在認調査後、 着工を指示。

第 201図 トレンチ掘削状況

第 203図 卜レンチ掘削状況

第 205図 トレンチ掘削状況

第 207図 卜レンチ掘削状況
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第V田重量 確認調査の成果(平成 25年度)
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第 206図 卜レンチ断面図
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確認調査 (2013-21 ~ 28) 

2013 -21 小曽根遺跡

調査日:平成 25年 (2013年) 7月 25日

調査場所:豊中市北条町 1丁目 43-13 

調査対象面積:83.71 rri 

調査の方法:重機により トレンチ2か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(地表下 160cm)内

において、明確な遺構・遺物等は確認され

なかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

2013 -22 穂積遺跡

調査日:平成 25年 (2013年) 8月8日

調査場所:豊中市服部南町3丁目 15-4 

調査対象面積:44.51 rri 

調査の方法:重機によりト レンチ lか所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 80cmにおいて遺物包含

層を検出した。

調査後の処置:建物基礎は遺物包含層に達し

ないため、再立会後、慎重工事を指示。

2013 -23 曽根遺跡

調査日:平成 25年 (2013年) 9月5日

調査場所:豊中市曽根西町3丁目 193

調査対象面積:78.10 rri 

調査の方法:重機によりトレンチ2か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 50~ 80 cmにおいて基

盤層を検出したが、遺構・遺物等は確認さ

れなかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

2013 -24 熊野田遺跡

調査日:平成 25年 (2013年) 9月 12日

調査場所:豊中市熊野町3丁目 73-16 

調査対象面積:33.13 rri 

調査の方法:重機により筋掘りトレンチ lか

所を掘削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 40~ 150 cm にかけて

基盤層を検出したが、明確な遺構・遺物等

は確認されなかった。

調査後の処置:確認調査後、 着工を指示。

第 209図 トレンチ掘削状況

第 211図 卜レンチ掘削状況

第 213図 卜レンチ掘削状況

第 215図 トレンチ掘削状況
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第210図 トレンチ断面図
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第 214図 卜レンチ断面図
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2013 -25 庄内遺跡

調査日:平成 25年 (2013年)9月 12日

調査場所:豊中市庄内西IIIJ5丁目
51 -10，11の各一部

調査対象面積:79.25 ni 

調査の方法:重機によりトレンチZか所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(地表下 220cm)内 主
~，ヤー

において、明確な遺構・遺物等は確認され '一

なかった。

調査後の処置:確認調査後、 着工を指示。

2013 -26 山ノ上遺跡

調査日:平成 25年 (2013年)9月 26日

調査場所.豊中市立花IBJ2丁目
117，117-2の各一部

調査対象面積:84.68 m 
調査の方法:重機によりトレンチ2か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 55・75cmにおいて基盤

層を検出したが、遺稿 ・造物等は確認され

なかった。

調査後の処置:li在認調査後、 着工を指示。

2013 -27 穂積遺跡

調査日:平成 25年 (2013年) 10月3日

調査場所 :豊中市服部南町 3丁目 46-18 

調査対象面積:49.68 rrl 

調査の方法:重機によりトレンチ lか所を掘

削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要 :掘削深度(地表下 130cm)内

において、明確な遺構 ・逃物等は確認され

なかった。

調査後の処置:確認調査後、 着工を指示。

2013 -28 本町遺跡

調査日:平成 25年 (2013年)10月 10日

調査場所:豊中市本町9丁目 24-3 

調査対象面積・ 33.54nl 

調査の方法 :重機によりトレンチ lか所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(地表下 30cm)内に

おいて、遺構・造物等は確認されなかった。

調査後の処置:確認調査後、 着工を指示。

第 217図 卜レンチ掘削状況
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第 219図 トレンチ配置図

第 221図 トレンチ掘削状況

第 223図 卜レンチ掘削状況

77 

第VIs章 li1Ji認調査の成果(平成 25年度)
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第 224図 卜レンチ断面図



確認調査 (2013-29 ~ 35) 

2013 -29 新免遺跡

調査日 :平成 25年 (2013年) 10月 10日

調査場所:豊中市玉井町2丁目 184-5 

調査対象面積 :95.30 rri 

調査の方法;重機により トレンチ 2か所を掘

削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要 :地表下 20cmにおいて遺物包含

層を、同 30cmにおいて遺構を検出した。

調査後の処置 :協議後、発掘調査を行う。

(新免遺跡第 71次調査)

2013 -30 太鼓塚古墳群

調査日 :平成 25年 (2013年) 10月 17日

調査場所 :豊中市永楽荘3丁目 84-8，9 

調査対象面積 :63.31 rri 

調査の方法:重機により筋掘り トレンチ2か

所を掘削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 20cmにおいて基盤層を

検出したが、明確な造物 ・遺構等は確認さ

れなかった。

調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。

2013 -31 桜井谷窯跡群

調査日:平成 25年 (2013年) 10月31日

調査場所:豊中市上野東3丁目534- 1 

調査対象面積:96.23 rri 

調査の方法:重機により筋掘りトレンチ lか

所を掘削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要 :地表下 90cmにおいて基盤層を

検出したが、窯跡関連の遺構 ・遺物等は確

認されなかった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

2013 -32 豊島北遺跡

調査日 :平成 25年 (2013年) 11月7日

調査場所:豊中市曽根南町 1丁目

87 - 13の一部、88-9 

調査対象面積 :54.60 rri 

調査の方法 :重機によりトレンチ lか所を掘

削し、 トレンチ内を精査した。

調査の概要 :地表下 135cmにおいて土器細

片を含む灰色粘土層を検出したが、下層は

暗灰色粘土層(河川跡か)のみであった。

調査後の処置:確認調査後、着工を指示。

第 225図

第 227図

第 229図

第 231図

78 

卜レンチj屈削1犬況

卜レンチ掘削状況

卜レンチ掘削状況

トレンチ掘削状況

G.L←土主と乏とよー

z 
-一一方て一一一一一τr一一

1 咋土
2. 1u色粘[l土

(迫杓包含府)

50cm 

第 226図

ロ雪
巴j

卜レンチ断面図

卜レンチ 1・2
G.L一一一一一一一一一一

一一一方て一一一一一ー-，てー一 1. ¥if:t 

50cm 

第 228図 トレンチ断面図

G.L一一一一一一一一一

一一実一一一一一一一双ーz 

1 盛土

2 目~灰白色極細粒砂

1m 
1 ゴ

第 230図 卜レンチ断面図

G.L一一一一一一一一一一一一

一一つ込で

4 

//7 

1m 

とロ=ヒゴ

同
1 盛土

2.IIII¥'L 
3 災脱色紙l~lil粒砂

4. IYHU灰色粘七

5 灰色粘J
(土山細円掛少;;1古む)

6 町民色帖ナ
(細粒砂のラミナ古む)

7 灰白色粘土

第 232図 卜レンチ断面図



2013 -33 島田遺跡

調査日:平成 25年 (2013年) 11月 28日

調査場所:豊中市庄内栄町 3丁目44-26 

調査対象面積:30.76 I汁

調査の方法;重機によりトレンチ lか所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:掘削深度(地表下 200cm) 内

において、明確な遺構・遺物等は確認され

なかった。

調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。

2013 -34 桜井谷窯跡群

調査日:平成 25年 (2013年) 12月5日

調査場所:豊中市上野東3丁目 534-2 

調査対象面積:82.16 rri 

調査の方法:重機により トレンチ 2か所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:ト レンチ 2において地表下 40

cmで、基鍛層を検出したが、遺構・造物等は

確認されなかった。

調査後の処置:ji在認調査後、着工を指示。

2013 -35 新免遺跡

調査日:平成 25年 (2013年) 12月26日

調査場所:豊中市玉井IIIJ2丁目 211-2 

調査対象面積:42.37 rri 

調査の方法:重機により トレンチ lか所を掘

削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要:地表下 60cmにおいて基盤層を

検出したが、明確な遺機 ・遺物等は確認さ

れなかった。

調査後の処置:再立会後、慎重工事を指示。

第VIII章確認調査の成果(平成 25年度)

第 233図 卜レンチ掘削状況

第 235図 卜レンチ掘削状況

第 237図 トレンチ掘削状況
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写真図版



図版 1 内田遺跡第 10次調査

(1)遺構検出状況(南から)

(2 )遺構完掘状況(南から)



図版2 内田遺跡第 10次調査

(1)竪穴住居 l・2完掘状況(西から)

(2)竪穴住居 2床面遺物出士状況



図版3 内田遺跡第 10次調査

(1)掘立柱建物 1完掘状況(北から)

νL匁---'-ー.ふ.ムa

(2)土坑2土器出土状況(北西から)



図版4 内田遺跡第 10次調査

(2)士坑4縄文士器出土状況(北から)



図版5 内田遺跡第 10次調査 出土遺物
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9 

(1)士坑4・5出土縄文土器(第 7図)

2 

9 

10 

(2)出土石器(第 8図) (3)出土石器(裏面) (第8図)



図版6 内田遺跡第 10次調査 出土遺物
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(1)竪穴住居 1出土遺物(第 10図)
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(2)竪穴住居2出土遺物(第 10図)



図版7 内田遺跡第 10次調査 出土遺物

y 

(1)竪穴住居 1出土遺物(第 10図)

(2)土坑2出土遺物(第 13図)



図版8 内田遺跡第 10次調査 出土遺物

( 1 )土坑2出土遺物(第 13図)

(2 )その他士坑等出土遺物(第 11・13図)



図版9 内田遺跡第 10次調査 出土遺物

(1)溝出土遺物(第 14図)
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(2) SP出土遺物(第 15図)



図版 10 曽根遺跡第 12次調査

(1)北半部遺構検出状況(南から)

(2)北半部完掘状況(南から)



図版 11 曽根遺跡第 12次調査

(1)南半部遺構検出状況(北から)

(2 )南半部完掘状況(北から)



図版 12 曽根遺跡第 12次調査

(1)溝 l遺物出土状況(西から)

(2 )溝2遺物出土状況(北から)



図版 13 曽根遺跡第 12次調査

(1)溝2・3と土坑 1・2(西から) (2)溝 4遺物出土状況(東から)

(3)土坑 1遺物出土状況(北から)
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図版 15 曽根遺跡第 12次調査 出土遺物

(1)溝2出土遺物(第 24図)

(2)溝 2出土遺物(第 24図)

(3)溝 2出土遺物(第 24図)



図版 16 曽根遺跡第 12次調査 出土遺物

11 

(1)溝2出土遺物(第 24図)

(2)溝 2出土遺物(第 24図) (3)溝 4出土遺物(第 24図)

30 

( 4 )土坑2と溝 1・4出土遺物(第 24図)



図版 17 曽根遺跡第 12次調査 出土遺物
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21 22 F." 23 
( 1 )土坑 l出土遺物(第 24図)
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(2)土坑3出土遺物(第 24図)



図版 18 新免遺跡第 65次調査

(1)東半部完掘状況(北から)

(2 )西半部完掘状況(南から)



図版 19 新免遺跡第 65次調査

(1)土坑 11完掘状況(北から)

(2)土坑 11遺物出土状況(北から)



図版 20 新免遺跡第 65次調査

(1)土坑 11断面拡大(南から)

(2)土坑 17遺物出土状況(南から)



図版 21 新免遺跡第 65次調査

( 1 )竪穴住居 11完掘状況(北から)

(2)土坑 20完掘状況(西から)



図版 22 新免遺跡第 65次調査 出土遺物

(1)土坑 11出土遺物(第 31図)

(2)土坑 11出土遺物(第 31図)



図版 23 新免遺跡第 65次調査 出土遺物

(1)土坑 11出土遺物(第 31図)

(2)土坑 11出土遺物(第 31図)



図版 24 新免遺跡第 65次調査 出土遺物

13 
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(1)土坑 11出土遺物(第 31図)

(2)土坑 17出土遺物(第 32図)



図版 25 新免遺跡第 65次調査 出土遺物
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(1)土坑 17出土遺物(第 32図)

13 

(2)土坑 17出土遺物(第 32図)



図版 26 新免遺跡第 65次調査 出土遺物

(1)竪穴住居 11出土遺物(第 34図)
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(2)竪穴住居 11出土遺物(第 34図)
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図版 27 新免遺跡第 65次調査 出土遺物

車 37図ー2

軍 37図ー1

第 3S図 -8 軍 37図 3

第 37図・4

(1)出土石器(第 35~ 37図)

& 

(2 )出土石器(裏面) (第 35~37 図)



図版 28 新免遺跡第 66次調査

(1)西半部遺構検出状況(南から)

(2)西半部完掘状況(南から)



図版 29 新免遺跡第 66次調査

(1)東半部遺構検出状況(西から)

(2 )東半部完掘状況(西から)



図版 30 新免遺跡第 66次調査

〆

(1)竪穴住居2床面遺物出土状況(西から)

(2)竪穴住居2炉完掘状況(東から)



図版 31 新免遺跡第 66次調査 出土遺物

( 1 )竪穴住居 1・2出土遺物(第 41図)

(2 )竪穴住居 2出土遺物(第 41図)



図版 32 新免遺跡第 66次調査 出土遺物

( 1) SP出土遺物(第 43図)

(2) SP出土遺物(第 43図)
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図版 33 新免遺跡第 66次調査 出土遺物
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( 1 )土坑出土遺物(第 42図)

3 

2 

6 

(2)出土石器(第 44図) (3 )出土石器(裏面) (第 44図)



図版 34 本町遺跡第 39次調査

(1)西区遺構検出状況(南から)

(2 )西区遺構完掘状況(南から)



図版 35 本町遺跡第 39次調査

(1)東区遺構検出状況(南から)

(2)東区遺構完掘状況(南から)



図版 36 本町遺跡第 39次調査

( 1 )竪穴住居検出状況(南から)

(2) SP -3断面 (3)土坑断面

(4)風倒木痕 (a-a'断面) (5)風倒木痕 (b-b'断面)



図版 37 本町遺跡第 39次調査 出土遺物
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(1)竪穴住居出土遺物 (第 48図)
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(2 )風倒木痕出土遺物(第 50図)
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所収遺跡 種別 主な時代 主な巡構 主な造物 特記事項

内田遺跡
集落跡 古 墳 ~平安

機 ・土坑 ・ 純文土器 縄文中期の土坑、 古墳時代後期の

第 10次 竪穴住居 土r1mow・須恵昔3 の集落関連巡械を検出。

曽根逃跡
集落跡 弥生~鎌倉 柱穴 ・満 ・土坑 弥生土器

弥生時代後期の集落関連遺構

第 12次 を検出

新免遺跡
集落跡 ・古墳群 縦文~鎌倉

潜 ・土坑 ・
弥生土器・須T!(総

弥生時代中期、古墳時代後期の

第 65次 竪穴住居 集落関連辿構を検出

新免遺跡
集落跡・古墳群 縄文~鎌倉

柱穴 ・土坑 ・ 弥生土器 ・土師 弥生時代後期~古墳時代前期、古

第 66次 竪穴住居 器・須恵器 墳時代後期の集落関連遺構を検出

本町遺跡
集落跡 弥生~近世

竪穴住居 ・風倒 弥生土器 ・ 弥生時代後期~終末期の集落関連

第 39次 木痕 須恵器 遺構を検出
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